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      衝動


      　


      アレックスは駅舎を出たとき、少し肌寒さを感じて、カバンと一緒に左手に持っていたスーツの上着を羽織った。古い記憶をたどり、あまりに変わってしまった街並みを見上げるようにしながら目当ての公園を探して歩いていた。


      昼間だというのに、低く厚い雲が空全体を覆っているせいか薄暗く、そのときのアレックスの心情を表しているかのようだった。


      彼は何年かぶりに訪れたその街を歩きながら、全く心は躍っていなかった。取り立てて良い思い出があったわけでもないその街に、再び自分が立っていることが自分でも不思議でならなかった。


      「どうして私はここにいるのだろう」


      アレックスは自分のとった行動が全く理解できなかった。まさに「衝動的に」としか言いようのないもので、それ以外に自分のとった行動を説明する言葉を持っていなかった。


      　


      この街に、彼は十四歳のときから三年間住んでいた。


      父親の仕事の関係で、それまでにも異国の地へ行くことはあったのだが、この街での三年間ほどアレックスにとって、次の引っ越しが待ち遠しい日々はなかった。


      それまで仲の良い友達と毎日、日が暮れるまで外で遊んでいたアレックス少年が、この地にやってきてからは、ずっと一人だったのだ。


      そういう年齢だったのだろう。閉鎖的なこの田舎街では同年代の少年たちはすでに仲の良いグループを作っており、そこへ新たに入っていくことができなかった。彼らの側でもアレックスを歓迎しようという気持ちは一切なかった。それよりもむしろ、よそ者は入れないという雰囲気のほうが強かった。


      それまでの数度の引っ越しで、そういう中に入っていく術は身につけていたはずだが、問題は思春期という年齢的なものだけではなかった。


      くわえて言葉の問題があった。アレックスが話している英語を彼らが理解することはできたが、彼らの話しているドイツ語をアレックスが理解することはできなかったのである。


      結果としてアレックスは、その三年間、いつも一人でいることになった。


      そして今、数十年前の苦い思い出の地で、一人になりたいときにいつも向かった公園を探して再びこの地を訪れたのだった。


      人生において、あれほど二度と行きたくないと思っていた場所を目指すことになるなんて、彼は今日この瞬間まで全く予想をしたことがなかった。


      ただ、ここ最近くすぶっていた思いが、自分ではどうしようもないほど強くなり、彼をここに連れてきたのだ。


      　


      昨日も何の変哲もない、いつもと同じ一日が始まったはずだった。


      　


      アレックスには中学、高校に通う二人の子どもがいた。最近アレックスは彼らとあまり口をきいていない。外に出かけては、遅くに帰ってくることも多く、あまり顔を合わせなくなってしまった。たまに二人ともが家にいることもあったが、そんなときは姉と弟が競うように、お互いのステレオのボリュームを大きくしていたので、家はアレックスの心の安まる場所にはならなかった。


      　


      妻のナンシーはよく喋る。喋っていないのは食べるときと寝ているときくらいのもので、彼女は喋るのをやめると死んでしまうとでも思っているかのようだった。いや、話すこと自体は悪いことではない。それは結婚する前から変わっていないことだ。ただ、話す内容が昔とは変わってしまった。昔は聞いていてかわいい人だと思えるようなことばかりを話していたのに、最近では文句や八つ当たりなど、聞いていて嬉しくないものがほとんどだった。


      　


      彼らは皆いつも、アレックスよりも先に家を出る。


      二人の子どもに朝食を食べさせ、学校へと送り出した後、ナンシーは急いで支度を整え、仕事へ出かける。その後ようやくアレックスは、一日の中で唯一、静かに自分一人だけの時間に浸ることを十分間だけ許されているのだ。


      彼は、誰にも邪魔されない貴重な時間をいつもギリギリまで堪能してから家を出る。その時間は、一分でも一秒でも長く使いたいのだ。結果として、いつも小走りで駅へ向かうことになるのだった。


      　


      昨日もそうだった。遅刻寸前まで家で一人の時間を味わってから、入り口に鍵をかけ、会社へ向かうべく通りに出た。


      アレックスは、玄関にある郵便受けの口から半分外にはみ出たダイレクトメールらしき郵便物を見つけた。それをもう一度戻って、家の中に置いてくる時間はない。郵便受けの中に押し込もうともしたが、誰かが帰ってくるのを待つと雨に濡れてしまうかもしれないと思い、宛名が自分宛であることを確かめると、それを上着の内ポケットに入れて駅へと急いだ。


      彼は、会社を辞めなければならないかもしれない、という話をまだ誰にもしていなかった。この不景気の中、会社の業績があまりよくない。社内で何度かリストラが断行され、そのたびに何とか残ってここまでやってきた。しかし、次は自分の番だろう。そんな気がするのだ。アレックスは新しく社長におさまった前社長の息子とそりが合わなかった。アレックスよりもふた回りも若い、その若社長は、業績不振の原因は、昔からいた人間のツケを今の人間が払わされているだけだと公言し、前社長に気に入られついてきた忠実な古株に対して敵意をむき出しにしていた。


      会社は、もはやアレックスのような古株にとって居心地の悪い場所であった。以前任されていた一線級の仕事は次々と若者の手に受け渡され、アレックスは雑用を言いつけられることが増えていた。


      それでも会社を辞めなかったのには理由がある。


      アレックスには家のローンが残っていた。もちろんそれだけではない。今以上に収入の多い仕事を見つけることはできそうにないことも大きな理由のひとつだった。


      どうせクビになるのなら、そのときが来るまでここで給料をもらっておこう。その後は仕方がない。今までやったことのない肉体労働だろうが、収入の少ないデスクワークだろうがやるしかない。消極的にそう考え、自分に起こることを運命として受け入れる覚悟だけはしていた。


      昨日も、若社長から直々に大仕事を仰せつかった。


      昨年度の顧客からの感謝状を項目別、部門別に分けて日付順に並べておくというご立派な作業だ。一人でやるので、それを完了するのには恐らく、どんなに短く見積もっても三ヶ月はかかるのだが、分類が完成した書類はその後誰にも見られることなく保管庫という墓場へと納められるということをアレックスは誰よりもよく知っていた。かつては彼がそれをダメ社員に指示する側だったからだ。


      その仕事も別室で一人でできるのならまだ救いはあったが、若社長はそれを、みんなのいるオフィスでやるよう要求したのだ。こんな仕打ちは自分も誰にもやらせたことはなかったのだが、とにかく、これほどあからさまな嫌がらせはなかった。


      皆が暇な時間帯には、嘲笑の的として、どこからかコソコソと笑う声が聞こえ、反対に忙しい時間帯には、一人だけ呑気に座って楽をしてやがるという妬みの目で見られた。


      しかし、この作業は全く楽ではなかった。


      地味だが結構面倒くさいのである。全文を読まなければ、何に対する感謝なのかがわからないのだ。中には感謝状だと思って読んでいくと、最後の最後に、もうあなたの会社の製品は買いませんというクレームだったりするものもある。そういうものの識別もしなければならなかった。


      　


      いくつかやり終えた後、ある主婦からの感謝の手紙を手にした。そこにはアレックスにとっては懐かしい響きのドイツの田舎街の名前があった。


      アレックスは遠い記憶の片隅からその街の記憶を呼び戻した。もう何年も思い出すことのなかった、その街の記憶を。


      「そうだ、あそこなら誰にも邪魔されずに、確実に一人になれる。とにかく今は一人になりたい。自分だけの時間が私には必要なんだ」


      そう考えるとアレックスはいてもたってもいられなくなってしまった。


      その日のうちに休暇届を出し、オフィスの自分の机の引き出しからパスポートを取り出すと、終業時間がくると同時に、家へは帰らず、まっすぐ空港へと向かった。家へは急な出張で海外へ行くことになったと空港から電話で連絡を入れた。


      会社の人間は誰もが皆アレックスは二度と戻ってこないだろうと思っていた。今まで同じ目にあった人間たちがみんなそうであったように。


      ただ、当のアレックスは先のことを全く考えていなかった。


      彼はただ一人になりたかったのだ。


      　


      　


      アレックスは途中一度だけ道を尋ねた。


      昔の面影を全く残していない大きな通りに出てしまったからだ。しかし、次第に公園が近づくにつれて、街並みはアレックスの覚えているそれと一致するようになってきた。そうしてようやく公園へとたどり着いた。


      アレックスはこの公園の名前を知らなかった。それどころか、名前があるかどうか、実は公園なのかどうかすらわからなかった。


      その場所は、南、東、西の三方角を森で囲まれ、森と公園の境界はなく、北側だけが街に面していた。そこはほとんど自然に近い状態で、少しひらけたところにある池の周囲に遊歩道がつくられていて、その遊歩道に沿って不規則にベンチが点在していることで、かろうじてそこを公園と呼べるだけのものであった。


      アレックスが着いたときには、予想したとおりほとんど人影がなく、彼以外には池の対岸でベンチに座っている老人が一人いるだけだった。アレックスは彼が少年の頃いつもそこと決めていたベンチに腰を下ろした。


      そこから見る風景は昔と何も変わっていなかった。まるで時が止まって自分だけが年をとったような錯覚に見舞われた。時折涼やかな風が、池の水面にさざ波を立てる。森の木々もそれに合わせて濃緑に茂った葉を揺すり、心地よい音を立てた。


      「ああ、ここをこんなにも素晴らしい場所だと感じる日がやってくるなんて」


      アレックスは人生の不思議を感じていた。


      その瞬間、低く厚い雲の一部が切れ、太陽の光が森に差し込んだ。その一筋の光はまっすぐ鋭い長剣のように南西のほうの森へと突き刺さり、言葉では表現できないほど幻想的で美しい光景をつくった。


      それはアレックスの脳裏に焼きついた。


      「ああ…」


      思わず感嘆の声をもらしたとき、その光はまたもや雲に隠れてしまった。雲は風とともに絶えず形を変え、動いているのだ。


      　


      アレックスが呆然として、先ほどまで美しい光に照らされていた森のほうを見ていると、森の中から一人の少年が歩いてくるのが見えた。遠くから一見するに、この辺りの子どもではなさそうである。顔が明らかにドイツ人のそれとは違う。どちらかというと西、もしくは南アジア系の顔をしている。それに、肩からたすき状に大きなカバンを掛けているし、近づくにつれてわかったことだが、靴が、どれだけ歩いたらそうなるのかわからないほどボロボロだった。


      アレックスは、こちらに向かってまっすぐ歩いてくるその少年を、はじめは見るともなく見ていた。ところがアレックスは、次の瞬間、ちょっとした混乱の中に身を置くことになった。


      自分の前を通りすぎていくと思っていたその少年が、自分の前で立ち止まり、アレックスの座っているベンチの、彼のすぐ隣に腰を下ろしてきたからだ。


      一度だけちょっと微笑んだように見えたその少年は、無言のまま、少なくともここから七つはあるように見える誰も座っていないベンチではなく、わざわざアレックスの隣を選んで座ったのだ。それも迷うことなく一直線にここへ向かってきたようにアレックスには見えた。


      アレックスは一瞬息をのんだが、すぐに大人としてあいさつをせねばと思い、少年に対して話しかけた。


      「こんにちは」


      興味津々といった目でじっとアレックスを見ていたその少年は、目をキラキラさせながら、ワンテンポ遅れてうやうやしく帽子を取って、笑顔で丁寧に自己紹介した。


      「こんにちは。僕はサイードといいます」

    

  


  
    出会い


    　


    「はじめまして、サイード。私はアレックスだ。君はどこから来たんだい？」


    「遠い国から来ました」


    「遠い国って…君は一人かい？」


    サイードから返事はないが、両手で帽子を強く握ってじっとこちらを見ている様子に変化はない。沈黙に耐えられなくなりアレックスがまた質問しようとしたときだった。


    「君は…」


    「あのう…」


    アレックスは自分の言葉を止め、サイードに続けて話すよう目で促した。


    サイードが続けた。


    「あのう…あなたが最後の賢者ですか？」


    アレックスはあっけにとられて、思わず口を開けてしまった。


    （この子は何を言っているんだろう）


    サイードが続けて話した。


    「僕は八番目の賢者から、最後の賢者は、今日この公園のこのベンチに現れると聞いてやってきました。あなたが最後の、九番目の賢者なのですか？」


    少年は再び同じ質問をした。


    アレックスは、ちょっとおかしなことを言うこの少年に返事をしなければならなかった。


    「私はアレックス＝モルトマンという者で、残念ながら君の探しているような賢者ではないよ。どちらかというと愚かな部類に属する人間さ」


    サイードは大きく息を吸って、一気に吐き出すと、今までの緊張した様子が嘘のように、一気に肩の力が抜けたようになった。


    「やっぱり違いますか。…いや、あの…変な意味じゃなくて…すみません。今までの賢者は会ったときに何となくこの人だって感じるものがあったんですけど…いや、その、そうじゃなくて、約束の時間より少し早かったもので…つい、その…」


    落胆と安堵、そして冷や汗の入り交じった顔をしているその少年の肩に、アレックスはそっと手を置いた。


    「いいんだ、サイード。私は本当に賢者からはほど遠い人間だからね」


    アレックスはそう言って微笑んだ。


    アレックスはそのサイードという不思議な少年に興味を持った。言っていることは突拍子もないことなのだが、ふざけていたり、アレックスをからかおうとしているのではということは、全く疑いもしなかった。その少年の輝いている目と快活な表情が、彼がそういう類の人間ではないことをはっきりと物語っていた。


    アレックスはサイードと話をしてみたいという感情が抑えきれなくなってきた。


    「サイード、君は賢者に会うためにここにやってきたというのかい？」


    「そうです。僕は祖父からもらった『賢者の書』を完成させて、最後の賢者にそれを手渡すための旅をしている途中です。僕はこれまでずっと旅を続けて、八人の賢者たちと会うことができました。そして、ようやくこの賢者の書をほとんど完成に近づけたのです」


    サイードはそう言いながら、彼のカバンの中から古めかしい大きな書物をゆっくりと取り出した。


    サイードはその本をアレックスのほうへと差し出した。アレックスは恐る恐る両手でその本を受け取り、自分のひざの上へと持ってきた。


    重厚な表紙に守られているようなその書物は、確かにタイトルに『賢者の書』と書かれ、その下に一行、


    『すべての成功を手に入れることのできる最高の賢者になる旅』


    と彫られている。


    木でできた表紙で製本されているその本は、表紙の真ん中に、正方形の凹みがあり、そこに何かをはめ込めるようになっていた。


    ひと目でこの本が昨日今日できたものではなく、何十年、下手をすれば何百年も前につくられたものであることがわかった。


    アレックスは開いてみようと表紙の端に親指を引っかけて、サイードのほうを見た。


    その様子を見ていたサイードは笑顔でうなずいている。見てもいいと言っているのだ。


    アレックスは、自らを旅人だと称し、賢者を探しているというこの不思議な少年が差し出した賢者の書とやらをこわごわと開いてみた。


    　


    「…」


    サイードはニコニコしながらその様子を見ていた。


    「…サイード。君はこの賢者の書をほとんど完成に近づけたと言ったね。でも、ここには何も書かれていない。全くの白紙だよ、これは」


    サイードは手のひらをアレックスのほうに向けて、話をさえぎった。そして、下唇をかみながら、いたずらっぽい笑みを浮かべて、再びカバンの中に手を入れた。一瞬カバンの中から青白い光が漏れているように見えた。気のせいかもしれない。


    ゆっくりと引き出されたサイードの手には、いくつかのパズルのピースが握りしめられていた。


    「何だい、それは？」


    「これは賢者の書を完成させるパズルのピースです。九人の賢者は一人ひとつずつこのピースを持っていて、僕に賢者の教えを与えた証として、それぞれの持つピースを僕にくれるのです。今までに僕は八人の賢者と出会い、八つのピースを手に入れました」


    そう言いながらサイードはアレックスのひざの上にある賢者の書を閉じた。そしてピースのひとつを表紙の枠の中にはめ込みながらこう言った。


    「そうして受け取ったこのピースを賢者の書に当てはめると、その賢者から僕が教わった教えがこの中に現れてくるのです」


    ピースが枠の中にあてがわれた瞬間、本の表紙が眩しく光り、アレックスは目がくらんだ。賢者の書はアレックスのひざの上でガタガタ震えながら強い風を巻き起こした。


    それらはほんの一瞬の出来事で、次の瞬間には何事も起こらなかったかのように辺りは静まりかえっていた。


    池の水面に波はなく、木々のざわめきもない。


    何が起こったのかわからずキョロキョロしているアレックスのひじを、サイードが軽く二、三度引っ張った。


    「アレックスさん」


    正気を取り戻して、アレックスはサイードのほうを見た。


    少年は先ほどと同じように、笑顔でうなずいている。また開けてみろというのだ。


    アレックスはドキドキする心臓の音を自ら感じながら、ゆっくりと再び、その本の表紙を開いた。


    「こ、これは…」


    全く信じられないといった表情でアレックスは、次々にページをめくった。


    そこには、サイードと一人の賢者との物語がつづられていた。


    「こんなことって…」


    アレックスは驚きのあまり、言葉を失い、手が震えていた。ただページをパラパラとめくって目を白黒させているこの一人の中年男に、サイードは話を続けた。


    「今日、僕はここで最後の賢者と会うことになっています。そして、最後の賢者が僕の学んできたこの物語を読んで、僕がすべての成功を手に入れ、人々を幸せに導くことのできる最高の賢者にふさわしい成長をしてきたと認めてくれた場合、最後のピースが与えられ、僕は、僕のビジョンを手に入れられるのです。


    そして、完成し、ビジョンを僕に見せてくれた賢者の書を、最後の賢者にお返ししたとき、僕の旅は終わり、僕のビジョンに向けて、最高の賢者としての僕の人生が始まるのです」


    アレックスは興奮気味に尋ねた。


    「賢者は…最後の賢者という人は本当にここに来るのかい？」


    「八番目の賢者の言ったことですから間違いないと思います」


    「私も、君と一緒に、最後の賢者と会って話をしたり、いろいろ教えてもらったりすることはできるかい？」


    「できると思います。でも、それは僕が決めることではなくて、賢者の決めることですから、あなたから直接お願いしてみてください」


    賢者という人がこの世に存在して、本当にここに来るのならアレックスには聞いてみたいことが山ほどあった。自分の人生をこれからどうすべきかということだ。


    果たしてどうすれば、この人生を良い方向に導くことができるのか。今の自分の迷える人生には賢者の言葉が必要だった。どうしても会って話が聞きたい。


    （私はこのあと、どう生きていけばよいのか教えてもらいたい）


    アレックスがそう考えていると、サイードは大きくあくびをしながら伸びをして、それからこう言った。


    「アレックスさん。僕はかれこれ丸一日も歩き続けているので少し眠りたいのですが、いいですか。まだ約束の時間まで何時間かありますし」


    「いいけれども、それなら、こんな大切なものを持っているのを他人に見られでもしたら大変だ。早くしまっておきなさい」


    「大丈夫ですよ。あなたが持っていてくださるから」


    そう言って、サイードは残りの七つのピースも次々と枠の中にはめ込んでいった。あっという間に真ん中にひとピース分だけ開けて、彼の持つ八つのピースはすべて表紙に埋め込まれた。眩しい光と激しい風は、七回分一気に起こり、アレックスは目を開けていることができなかった。


    それがおさまり、アレックスが目を開けるとサイードは、帽子を顔にかかるようにずらし、すでにベンチに横になっていた。


    「サイード、君はあまり人を信用しすぎないほうがいいよ。世の中にはね…」


    アレックスの忠告にサイードは途中で口をはさんだ。


    「大丈夫です。あなたがそれを持っていなくなってしまうような人でないのはわかっていますから。そうでなければ、僕はここを立ち去って、誰もいないところで一人で寝ますよ」


    アレックスは、続きを言うのをやめた。この少年は、自分にはわからない、いろいろなことを知っているのだろう。そう思い、本を見つめた。そしてアレックスはふと思いついたように口を開いた。サイードが完全に寝てしまう前にどうしても聞いておかねばならないことがひとつあったからだ。


    「サイード、私は…私はこの賢者の書を読んでもかまわないかな？」


    サイードの答えは予想とは違い、あっけないものだった。


    「いいですよ。旅の途中で人に読ませてはいけないというルールはないですから」


    そう言うと、サイードは眠ってしまった。


    　


    アレックスはしばらくひざの上のその本の表紙を見つめていた。


    対岸の老人はいつの間にかいなくなっていた。


    どこまでも続く森、静かな池、低くたれこめた雲、いくつかの無人のベンチ、時折吹く緩やかな風、そして隣で寝ている不思議な少年と一冊の本、これがそのときのアレックスにとって、世界のすべてであった。


    アレックスにとって、今がいつで、何がどうなっているのかはどうでもよいことになっていた。


    そんなことより、彼の持つあらゆる感覚が、あるひとつの行動のみを彼に求めていた。


    「この本を読め！」という行動だ。それを強く感じた。


    アレックスは胸の高鳴りを抑えながら、ゆっくりと表紙を開いて、賢者の書を読みはじめた。

  


  
    
      
    
  


  
    
      
    
  


  
    
      序章～旅の始まり


      　


      サイードはその日、いつもよりも早めに目を覚ました。


      太陽は明るく輝き、その日を歓迎しているようだった。今日は、サイードの十四歳の誕生日だ。


      サイードは鳥かごの小鳥に餌をやり、家の外で薪を割っているジャミスのもとへと急いだ。


      「おはよう、おじいちゃん」


      「おはよう、サイード。どうしたんだい、いつもよりも早いじゃないか」


      「おじいちゃん、今日が何の日だか忘れたの？」


      「忘れちゃいないさ。今日はお前の十四歳の誕生日じゃ」


      「おじいちゃんが僕の人生を変えるほど大切なものをプレゼントしてくれるって言ったのも覚えてくれているよね」


      「ああ、大丈夫だ。もう用意してあるぞ。朝の仕事を終えたら私の部屋へおいで」


      それを聞き終わるよりも早く、サイードは家のほうへと走りはじめていた。


      ベッドを整え、家の中を掃除し、といった日課となっている仕事を次々こなし、近くの川まで行って水を汲んでくることも含めて、サイードはすべてを驚くほどの速さで終えてしまった。


      ジャミスが薪割りを終えて部屋に戻ってきたときには、すでにサイードが部屋の中で待っていた。


      「フフフ、ずいぶんと早いな。まあいいだろう」


      そう言いながらジャミスは、木でできた古いイスにゆっくりと腰を下ろした。ギシギシというイスと床がきしむ音が止むのを待って、ジャミスが話しはじめた。


      「さて、お前も今日から十四歳だ。これが何を意味するかわかるかい。お前が自分の人生をどういう人生にするのか、それを決める旅に出るときがいよいよやって来たんじゃ」


      「旅？ どういうこと？ 僕にはここでの暮らしもあるし、やらなきゃいけないことだって…」


      「まあ聞きなさい。


      人間は遅かれ早かれ旅に出なければならないんじゃよ。自らの生き方を決める旅にな。お前は自分の人生をどういう人生にしたいと考えているんだい？」


      サイードは左手の人差し指を鼻に当てて、少し考えてから答えた。


      「何をやりたいとか、どうやってとかはわからないけど、とにかく幸せになりたい。毎日幸せで素晴らしい人生にしたい。そういう人生になれば本当にいいなぁって思うよ」


      「そうじゃろうな。お前ならそう思っているんじゃないかと思っていたよ。


      そこで、私はお前に『最高の賢者になる旅』をプレゼントしようと思う」


      サイードは戸惑った。世の中にはいろんな仕事、職業があり、将来はその中のどれかにならなければ生きていけないとは思っていたが、『賢者』なんて仕事はなかったからだ。


      「最高の賢者？」


      「そうじゃよ」


      ジャミスは立ち上がり、サイードのほうへと歩み寄った。そして、サイードの肩に手をまわすと抱えるようにして立ち上がらせながら話を続けた。


      「最高の賢者になることができれば、人生は思いのままじゃ。人生に起こるあらゆることを味方につけて、自らが望むすべての、それこそあらゆる成功が手に入り、お前の望む幸せな毎日が手に入る。それだけではなく、お前の周囲にいるあらゆる人たちにも同じように成功と幸せをもたらすことだってできるのじゃ」


      二人はいつの間にか、部屋の入り口まで来ていた。


      「さあ、支度をしておいで」


      「えっ、今すぐ？」


      「そうだ。もう今から始まっているのじゃよ。よく考えて、旅に出たくなければ、今日の正午まで自分の部屋にいるがよい。もし、旅をする気になったら、旅に出る準備をしてからもう一度この部屋に来なさい。


      いいかい、くれぐれも忘れないようにな。


      人間は遅かれ早かれ、自分の人生を決める旅に出なければならない。


      そして、最高の賢者になるということは、あらゆる成功を手に入れることを約束された証なのだということを」


      そう言うとジャミスは、サイードを部屋の外へとゆっくりと押しやり、扉を閉めた。


      部屋の外で一人サイードは立ちつくしていた。ただ呆然として。


      　


      　


      サイードが再びその扉の前に立ったのは、それから一時間ほど経った後だった。


      どうするべきか迷ったが、『どうしよう、どうしよう』と考えながら、旅に必要な道具を一つひとつ引っ張り出して集めている自分に気づいたとき、行ってみようという決心ができた。


      どうしてそうなったのかと聞かれて、器用に理由を説明できるものではなかったし、自分でもよくわからなかったが、とにかく行くと決めてそこに立っていたのだ。


      （後戻りするなら、今しかない）


      一瞬そう考えたが、少年の心は旅に対する不安よりも期待のほうが大きかった。


      意を決して、扉をノックした。


      「おじいちゃん、入るよ」


      扉を開けると、ジャミスは部屋の真ん中で両手を後ろに組み、直立不動で立っていた。


      「よく来たな、サイード。そこに座りなさい」


      サイードは無言で言われたとおりにした。


      「ここに再び来たということは、旅に出る決心をしたということじゃな。心の準備はできておるか？」


      「ウン」


      「よし。これは私からのプレゼントじゃ」


      そう言って、ジャミスは後ろに組んでいる手の中にあった一冊の本を、サイードに手渡した。


      木製の表紙には『賢者の書』というタイトルが記されており、真ん中部分には大きな正方形の凹みがある。


      「こ、これは？」


      サイードは中のページをパラパラめくってみたが何も書かれていない。全くの白紙だった。


      「これは賢者の書だ。見てのとおり中にはまだ何も書かれていない。これから旅を通して、お前がその中に物語を完成させていくのだよ」


      「僕が物語を書くの？」


      「いや、書く必要はない。お前が学べば、学んだことが自然とそこに現れ、この白いページを埋めていってくれる。お前はただ学べばよい」


      「学ぶ？」


      「そうだ。よいか、今から私のする話をよく聞きなさい。


      お前はこれから旅に出て、九人の賢者と出会ってくるのだ。そして、それぞれの賢者から、お前が最高の賢者となるために必要な教えを学んでくるがよい。


      それぞれの賢者は、ひとつずつこれを持っている」


      老人は懐から、青白く光る小さいものをゆっくりと取り出した。


      「パズルのピース？」


      「そのとおり。賢者がお前に最高の賢者となるために必要なことを教えた証として、これを手渡してくれる。それをこの表紙にある枠に当てはめてやれば、学んだことのすべてがこの書の中に現れてくるのじゃ。


      そうして、すべての賢者からひとつずつ、全部で九つのピースを手に入れることができたとき、この賢者の書は完成し、お前はすべての成功を手に入れることのできる最高の賢者としての人生を始めることができる」


      「それじゃあ、僕は旅に出て、九人の賢者たちに会って、その人たちからピースをもらってくればいいということだね」


      「そうだ。だが覚えておけ。


      この賢者の書は、決してお前のものではない。これは九番目の賢者、つまり最後の賢者のものなんじゃ。だから、すべての賢者から集めてきたピースごと、その賢者にお返しするのじゃ」


      「ちょっと待って、返してしまうの？ せっかく完成させても自分のものにできないなんて…」


      「心配するでない、サイード。書の中身はお前の頭の中身じゃ。


      お前は、この書を完成させて自分のものとして手に入れるためにピースを集める旅に出るわけではない。『ビジョン』を手に入れるために旅に出るのじゃ」


      「ビジョン？」


      「そう、ビジョンじゃ。九つのピースをすべてこの枠の中に納めると、この正方形の、完成したパズルの上にビジョンが映し出される。


      最高の賢者としての知恵を身につけ、自らの人生をどういう方向に向かわせるべきかということを指し示してくれるもの。それがビジョンじゃ。それを手に入れることがこの旅の最大の目的なんじゃ。


      しかし、ここでひとつ注意しなければならないことがある。


      すべての賢者は、教えたことをお前が正しく理解していようが、そうでなかろうが、彼らの教えを託し終えたところでピースをお前に手渡す。つまり、お前が何かを学ぼうが全く学ぶまいが、ピースは手に入るんじゃ。


      しかし最後の賢者、九番目の賢者だけは違う。


      この書の持ち主である最後の賢者は、お前の学んできたこの賢者の書を読み、お前がすべての成功を手に入れる最高の賢者としてふさわしい人間に成長したと判断したときだけ、ピースを手渡し、ビジョンを見せてくれる。


      つまり、ビジョンを手に入れられるかどうかは、お前が何を学ぶかにかかっているというわけじゃ」


      「じゃあ、長い間旅をした結果、すべてが無駄になってしまうこともあるってことだね」


      「そういうことじゃ。まあ、あまり緊張せんでもよい。大丈夫じゃよ。すべての賢者はお前を歓迎し、わかりやすく彼らの教えを授けてくれる。お前の側に心から学ぼうとする姿勢さえあれば、必ず確実に身についてゆくものじゃからな。


      自分を信じるのじゃ、サイード。大丈夫。お前ならできる」


      サイードは無言で、自分を旅へと駆り立てる勇気を奮い起こしていた。何度も自分に対して『大丈夫だ、大丈夫だ』とくり返すことによって。


      「さあ、お前の勇気を後押しするために、この書の持つ不思議な力をお前に見せてやろう。


      左手をこの本の上に乗せなさい。そして、決心するのじゃ。


      固く、強く、旅をするという決心を」


      サイードはできる限り強く、何度も念じた。


      すると、ひとつまたひとつと、小さな光の粒のようなものが左手を乗せた本の中に吸い寄せられるのがはっきりと見えた。賢者の書が熱くなるのを感じて、サイードは思わず手を離した。


      「もう一度、中を見てみなさい」


      ジャミスにそう言われてサイードが表紙をめくってみると、先ほどは何も書かれていなかったところにしっかりと文字が現れていた。


      　


      『最高の賢者を目指すサイードよ


      すべてをこの書を完成させる旅から学ぶがよい』


      　


      「どうやら準備は整ったようじゃな」


      ジャミスは満足げにそう言った。


      サイードは不思議なその本にしばらく見とれていたが、喜びや胸の高鳴りが次第に大きくなっていくのを感じながら、こう言った。


      「うん。必ず最高の賢者になって帰ってくるよ」


      サイードの目はキラキラ輝いていた。


      　


      「さて、そうなると、まずは第一の賢者に会うところから旅が始まるんじゃが…」


      「その第一の賢者にはどこに行けば会えるのか、おじいちゃんは知っているの？」


      「おいおい、サイード。お前は忘れてしまったのかい。私がお前にこれを見せたのを」


      ジャミスは再び、青白く光るパズルのピースを懐から取り出して、サイードの目の前にかざして見せた。


      「えっ！ ということは…」


      　


      「そう、私が第一の賢者じゃよ」

    

  


  
    
      第一の賢者


      　


      「わしは賢者の中でも、皆から、行動の賢者『アクト』と呼ばれておる」


      「でも、おじいちゃんが賢者だなんて考えもしなかったし…」


      「ハハハ、時にものすごく近いところに賢者がいることもある。それはお前にもじきわかるであろう。


      それはどうでもよい。早速わしからの教えを授けよう。心して聞けよ」


      そう言って、ジャミスは、いや、第一の賢者アクトはサイードに近寄ってきた。


      「手を出しなさい、サイード。お前にまず、この賢者のピースをやろう」


      「でも…僕はまだ何も…」


      「いいか、よく聞きなさい。


      お前はひとつの行動をとった。旅に出るというひとつの行動だ。そして、それに対して、今ひとつのピースを受け取った。人生というのはその連続なのだ。


      忘れてはならんぞ。人生というのは、単にそれのくり返しでしかない」


      サイードはたまらず口を挟んだ。


      「何を言っているのかよくわからないよ」


      「サイードよ、焦ることはない。先ほども言ったように、すべての賢者はお前のために、必要なことを、必要な順番で教えてくれるはずじゃ。学ぶ側がしっかり学ぼうとすれば必ずわかるようにな。


      わかろうとするより、すべてを受け入れようとするのだ。


      わかったものを受け入れる、わからないものは受け入れられないと考えるのではなく、まずは受け入れるのだ。よいか、もう一度言うぞ。理解しようとせんでもよい。言葉そのものを自分の中に受け入れようとしてみるのだ。


      いくぞ。


      『お前がひとつの行動を起こす。そうすると、それに対してピースがひとつもらえる。人生というのは、単にこの連続でしかない』」


      サイードはこの言葉を何度もくり返して、頭の中に入れようとした。言っていることはよくわからなかったが、それでも受け入れることはできるということを学んだ最初の経験となった。


      　


      賢者アクトは、部屋の壁に掛けられている一枚の大きな絵のところまで歩いていった。


      「サイードよ、この絵をよくごらん。この巨大な絵は一万個もの小さなパズルのピースからできている」


      そう言うと、賢者アクトは壁に立てかけてある杖を手に取り、『ドン』とひと突き、その絵の真ん中に杖を押し当てた。次の瞬間、その巨大な絵は雪崩のように崩れ、あっという間にすべてのピースが床に落ちてしまった。


      何年もの間そこに飾られていたその絵は、一瞬にしてバラバラに崩れ去ってしまい、壁には枠だけがむなしく残された。


      賢者アクトはその場にしゃがんで、いくつかのピースを拾い上げると、それをサイードの座っている前にある机の上に無造作に置き、話を続けた。


      サイードは、その様子をあっけにとられて見ていた。


      立ち居振るまいも話し方も、いつものジャミスのそれとは明らかに違っていた。サイードの前に立っているのは、まぎれもなく一人の賢者だった。


      「人間の人生というのは、あのように大きな一枚の絵を完成させるようなものだ。それを完成させた人生を成功の人生と呼び、そして、この先どんな絵を完成させるかについて考えることを、人々は夢と呼ぶ。


      少ないピースからなる小さな夢を見る奴もおれば、あの絵のように、とてつもなく大きな夢を見る奴もおる。どういう夢を思い描くかは、その人間の自由だ」


      アクトはそう言ってひと呼吸おき、サイードの正面にイスを置いてゆっくりと腰を下ろすと、目を見ながらゆっくりと話を続けた。


      「世の中には大いなる力が存在する。


      その大いなる力が全宇宙を創り、太陽を創り、地球も、そこに生けるすべてのものも、そして我々人間をも創り出した。そこにある賢者の書もそうだ。


      これらはすべて大いなる力によって生み出されたものなのだ。そして、その力は、お前が人生において達成したいと思っていることを実現できるように、全面的に後押ししてくれる。大いなる力は常にお前の味方なのだ。


      その大いなる力がしてくれることはただひとつ。お前が何かしらの行動を起こすたびに、お前の描く夢を完成させるのに必要なパズルのピースをひとつだけくれるのだ。


      サイードよ。お前は先ほどまであそこに飾られていた絵がどういうものだったか覚えているな」


      サイードはコクリと一度、無言でうなずいた。


      ジャミスが昔一度だけ説明してくれたことがあった。あの絵は全宇宙を表したものだと。


      その絵は幻想的なもので、真ん中には光り輝く星が大きく描かれ、その周囲には、いろいろな星、さまざまな草木、あらゆる動物が点在して描かれていた。オーロラのような模様や、色のついたガスのようなものも描かれていた。周囲に点在して描かれている生物は小さく、近くから見ればそれが動物であることや草木であることがわかるのだが、遠くから見ると一つひとつが何であるかはよくわからない。しかし、全体でひとつの人間の目のように見えるという不思議な絵だった。


      「人間が行動を起こすと、大いなる力はピースをひとつだけくれる。それが例えばこれだとしよう」


      アクトは机の上にあるひとつのピースをサイードのほうへと差し出した。


      「このピースひとつを受け取っただけで、先ほどの完成された絵を想像することはできるかな？」


      「絶対にできないよ。だってこのピースはただの真っ黒なピースだからね。どこでどうやって使われる部品かなんてわかりっこないし、ましてや、これひとつを見てどんな絵が完成するかなんてわかるはずもないよ」


      「そのとおり。人間は行動の結果、ピースをひとつだけ与えられるのだが、たいていの場合、そこから将来の完成図を想像することなどできないものだ。ところがそのうち、与えられたピースを見て、もしかしたらこんな絵が描けるのではないかと考えることができるピースを偶然手にすることがある。そのとき人間が思い描く将来の完成図、それが『夢』なのだ。


      さて、そうなると、その後にその絵を完成させるために必要なことは、自ずと決まってくる。わかるな、サイード。


      そう、行動あるのみだ。


      お前の行動に対して、大いなる力は、その絵を完成させるのに必要なピースをひとつずつ、すべて与えてくれるはずだ。


      また、大いなる力がお前に与えてくれるピースに重複はないことを知っておくといい。一度お前がピースを受け取ったら、大いなる力は同じものを二度と与えようとしないのだよ。


      人間はな、それまでできなかったことができるようになると、この上なく嬉しいものだ。そういう経験も、行動の結果与えられるピースのうちのひとつといえる。ところが、それと同じことが直後にもう一度できたとしても、同じ感動を得ることはできないのは、それが理由だ。そのピースはもう、一度手にしてしまっているということがわかるように、大いなる力が我々人間をそのように創ったのだよ。


      一方、それとは反対に、ピースをお前が受け取っていないうちは、大いなる力は何度もそれを与えようとしてくれる。


      せっかく与えられたピースを、愚かな人間は、必要ないものと判断して、捨ててしまったり、無視してしまったりするからだ。そういう場合にも、大いなる力は、寛大にも我々に手を差し伸べてくれるということだ。


      捨ててしまったピースは、まだ手に入れていないものと見なして、全く同じピースを与えてくれる。それこそ、何度でも。それが人生の成功を意味する絵を完成させるのに必要なピースであるということに、その者が気づくまでは何度でもな。


      愚かな人間が同じ失敗をくり返すのはそれが理由だ。大いなる力が、その者の人生のために必要と判断して与えてくれているピースを、自分には不要と判断して、それをどこに当てはめて使うのかということを真剣に考えずに、こんな面倒なものはいらないと捨て去ろうとする。それでも、大いなる力はもう一度くれる。これはお前にとって絶対必要なピースなのだよと言いながら、優しくな。


      サイードよ。わしの言っていることがもうだいぶわかってきたであろう。


      世の中の賢者や成功者たちは、皆そのことを知っていたのだよ。


      大きな絵、つまり夢を思い描く。そして行動を起こす。そうすると、ひとつだけその絵を完成させるのに必要なピースが手渡される。


      つまり、行動の結果手に入るものは、失敗でも成功でもない。絵を完成させるために不可欠なピースのひとつであり、それ以上でも、それ以下でもないということをな。


      　


      行動なくして、失敗も成功もない。これはよく言われる言葉だ。ところが多くの者はこれを勘違いしておる。行動の結果として、いつかひとつの大きな絵が手に入ることがあると思っているのだ。


      多くの者は、行動をする前に「こうなればいい」という結果を期待する。


      そのとき考えられる自分にとって最も都合のいいことを期待するのだ。


      ところが、期待どおりの結果が手に入るとは限らない。それどころか、うまくいかないことのほうが多い。人間は欲が深い動物だからな。自分のやった小さなことに対して、あり得ないほど大きな見返りを期待してしまうものだ。それが手に入ることを成功と呼び、手に入らないことを失敗と呼んでな。しかし、実際にはそういうものではない。行動の結果として手に入るものは、どんな場合であっても、小さなひとつのピースでしかないのだ。


      そのことがわかっている者の中にも愚かな者はおる。もらったピースのいるいらないを自分で決めようとする奴だ。


      例えばこういうことだ。ある人間がこのピースを手に入れたとする」


      そのピースにはシマウマの頭の部分が描かれていた。


      「そこである行動の結果このピースを手に入れたとする」


      次にアクトが指し示したピースは、シマウマの首から肩にかけて描かれているもので、先ほどのピースとぴったりと合って、ひとつの絵をなした。


      「さて、そうすると自分の探し求めているものが手に入ったとして、成功したと喜ぶ。そして、今度はこの隣にぴったりと合うピースを求めてまた行動を起こすのじゃ。ところが今度はこれが手に入る」


      アクトが指差したピースはただ紫色をした一色のもので、何に使うのか全く見当もつかないものだった。つい先ほどまで絵になっていたものからはがれ落ちるのを見たので、その絵を完成させるのに必要なピースであることがわかるのだが、そうした予備知識がなければ、絵の一部であることすら、誰にもわからないものであった。


      「そうすると、それを自分の探し求めるピースではないとして、大切にとっておかなくなるのだ。そして、先ほどのシマウマの隣に来るものが出てくることだけを期待して行動をくり返すのだが、それはなかなか出てこない。そして途中で行動そのものをやめてしまうのだ。考えてみればわかると思うが、大きな夢を描けば描くほど、欲したピースが手に入る可能性は低くなるものなのだよ。


      だから、欲したピースが手に入ることを成功、手に入らないことを失敗と考える者にとっては、せっかく大きな夢を抱いて行動をしても、結果として返ってくるものは失敗だらけということになってしまう。


      人間は失敗をしたと思うと次の失敗を恐れるようにできている。そして、失敗を恐れる心が、人間から行動を奪ってしまう。ああなったらどうしよう、負けたらどうしよう、うまくいかなかったら、自分が必死でやったにもかかわらず認められなかったら……、とひたすら考えて、小さな行動ひとつ起こすのにも大きな勇気が必要になるのだ。


      　


      しかしそう考えるのは間違っておる。


      行動の結果として手に入るピースには、失敗も成功もない。


      ただ最終的に、自らの思い描いた絵を完成させるためにどうしても必要であるからこそ、手元にやってきたという事実があるのみなのだ。


      その絵を完成させたときに自分の手に入れてきたピースの一つひとつが、どこでどう使われているのかを見て、ようやくわかるのだよ。ああ、あの辛い経験がここに使われることになっているんだな、すべての財産を失ったあの経験がなければ、ここを埋めることができなかったんだな、といった具合にな。


      どうじゃサイード、わしの言いたいことがわかってきたかな？」


      サイードは目を輝かせながら聞いていた。


      「わかるよ、おじ…いや、わかります。はっきりわかります」


      「うむ。お前を見ているとよくわかる。人間は何か素晴らしいものを発見したときに、そのような顔になるものだ。いい顔をしておるぞ、サイード。


      さて、わしが教えることも残りわずかだ。心して聞けよ。


      そうとわかれば、とにかく行動を起こすのだ。よいか、それによって何が返ってくるのかを気にして、怖がる必要も、また期待する必要もない。手に入れたときは嬉しかろう。また、期待はずれだったら辛かろう。しかし、大いなる力が絶対に必要なものをお前に与えてくれているのだという事実を忘れてはならない。


      行動の結果として手に入るものに、そのつど一喜一憂するのではなく、ただひたすらこう考えよ。これはどこに使うことになるのだろう、と。そうしなければ、大いなる力は何度でも、お前のもとに同じピースを送り続けるであろう。お前が失敗と考えるそのピースを。だからこそ、たとえ絶望の淵に立たされるような大失敗と感じる出来事があったとしても、忘れるでないぞ、それはお前の人生の壮大な絵を完成させるために必要であるからこそ大いなる力がお前に手渡した、ひとつのピースであるということを」


      サイードは大きくひとつうなずいた。


      「よし、わかったようだな。しかしもうひとつ話しておかねばならんことがある。


      それは、大いなる力はそこまでしかやってくれんということだ。つまり、パズルを組み合わせて一枚の絵を完成させるのは自分一人の力ということなのだよ。


      お前はピースを集めながらも、すでに手元にあるピースを使ってどんどんパズルを組んでゆかねばならない。それが経験を積み重ねるということだ。


      ただ集めるだけでは、どこまで集めてよいのか、何ができ上がるのかすら、いつまでたってもわからぬままだ。手に入れたものはどんどん組み合わせながら、同時に行動を起こし、ピースを集めていくのだ。そうすれば、ただ集めている者が、失敗と判断してあっさりと捨ててしまうような、ほとんど特徴のないピースであっても、必要なピースとして、使い道を素早く見つけ出すことだってできるようになるのだよ。パズルはある程度組んでおいたほうがヒントは多いものだ」


      サイードはパズルをやったことがあったので、アクトの言っていることがよくわかった。ある程度組んであるときに、ひとつのピースを手にすると、たとえそれが何の特徴もない一片であったとしても、直感的に、これはあそこに当てはまるのではないだろうかとピンと来ることがあった。そしてその直感は、ほとんどの場合はずれることがなかった。アクトはそのことを言っているのだろう。


      「さあ、サイードよ。私の教えは終わりだ。次の賢者のもとへと向かうがよい。そして、あと八人の賢者からピースを受け取り、お前のビジョンをしかと見てくるのだ。


      『ビジョン』とは、お前の描くべき大いなる絵だ。夢とはちょっと違う。


      夢はまだ、こうなればいいなあとか、こういう絵が描けるかもしれないといった弱い段階なのだ。一方ビジョンとは、必ず到達することが約束された場所であり、そのためにお前の人生があるという確固とした信念をもとに描かれる絵だ。


      完成図がわからないままピースを集め、それを組み合わせているときに頭の中に浮かぶ、漠然とした未来予想図、それが夢。それに対してビジョンとは、もっとはっきりしたもの。完成図そのものなのだ。それを見てピースを集めて、それを組み合わせていく、それがビジョンを持つものの人生といえる。


      最高の賢者になるにふさわしいと判断されたものには、すべての成功を手に入れ、すべての人を幸せにするためのビジョンが与えられる。


      お前はそれに向かって行動をくり返し、ピースを集め、それらを組み合わせさえすればよい。そうすれば、そのビジョンは完成し、あらゆる成功が実現していく。


      わかったな、サイード。


      二番目の賢者は、大陸の真ん中、人が住める限界の高地に住んでいる。


      今から二ヶ月後の日没後、その村にある聖なる岩の上でお前は出会うことになっている。急ぎなさい、サイード。今すぐ出発するのだ」


      アクトはそう言いながら、先ほどと同じようにサイードの肩を抱いて、部屋の入り口のほうへと連れていくと、扉の外にサイードを押しやった。


      そして優しく微笑むと、ゆっくりと扉を閉めてしまった。


      　


      　


      扉の外で、サイードはまたも一人で呆然として立ちつくしてしまった。


      するとそのとき、左手の中に握りしめられていたパズルのピースが青白い光を増し、指の隙間からその光が漏れていることにサイードは気がついた。


      サイードはそのピースを、正方形の枠の一番左上に、ゆっくりと当てはめてみた。


      本の表紙が眩しく光った。サイードは思わず目を閉じた。同時に賢者の書がガタガタと震えだしたのでサイードは思わず手を離した。


      サイードが目を開けると、床に落ちた賢者の書が大きな振動を生み出し、家の中のあらゆるものを巻き上げるほどの強い風を起こしていたが、やがておさまった。


      ゆっくりと賢者の書を拾い上げ、中を見てみると、そこには自分とアクトの物語がつづられていた。そしてまとめの部分には、自分が頭の中でまとめたとおり、こう書かれていた。

    

  


  
    
      
        第一の賢者の教え 行動

      


      　


      行動の結果として我々が手に入れるものは、成功でもなければ、失敗でもない。


      我々が手にするものは、一枚の絵を完成させるために必要不可欠な、パズルのひとピースに過ぎない。


      であるから、行動を起こすときに何かを期待したり、失敗することを恐れたりすることには、何の意味もない。


      大切なのは、必要なピースを集めるためにできるだけ多くの行動を起こすこと、そして、行動の結果返ってきたものをよく見て、どうやってこれを使うのかを考えることだ。


      手にしたピースがたとえ期待していたものと違ったり、今の自分には耐えられそうにもないほど辛いものに思えたとしても、それは人生における失敗ではない。かけがえのないパズルのひとピースを手に入れるという、大事な経験だったのだ。


      完成した絵を見れば、そのことに気がつくはずだ。


      どうしてもそれが必要だったということに。

    

  


  
    
      第二の賢者


      　


      聖なる岩に登るのは一苦労だった。


      サイードが何度か足を滑らせて危ない思いをしながら、その岩の上によじ登ったとき、日はとうに暮れており、辺りは真っ暗になっていた。


      二番目の賢者はすでにそこで、サイードに背を向ける格好で立っていた。


      オレンジ色の薄手の布を衣服のように身にまといながら、賢者は振り向くことなく話しはじめた。


      「君がサイードだね」


      「はい、そうです。あなたが二番目の賢者ですね」


      「私は大いなる真理を君に与える者。名はユニバスだ。サイード、君は大いなる力がこの世のすべてのものを創ったという話をもう聞いたね」


      「はい。僕の…いや、第一の賢者から聞きました」


      「大いなる力は、この宇宙全体を創り出した。この地球や我々人間もだ。もちろん君もそうだし、君の人生もそうだ。そしてその大いなる力は君の内側に自らと同じ力、つまり大いなる力を持つことを許したんだ。すなわち君は自らの内側にすべてを創造する力を有しているということになる。


      その力の存在を意識し、理解するとき、その大いなる力が全力で君に味方し、君のビジョンを達成させようとするんだ。これが私の教えのすべてだよ、サイード」


      サイードはユニバスの言っていることが全くわからなかった。しかし、必死でそれを受け入れようとしていた。そう、まずは理解することではない。そのまま受け入れること。それが学ぶということだと、サイードはもう学んでいた。


      ユニバスはようやくサイードのほうを振り返って、歩み寄ってきた。二番目の賢者は、サイードが想像していたよりもずっと若かった。


      「有史以来、人間は不可能と思えることを次々と可能にしてきた。一代で巨大な富や権力を手に入れた者もいれば、社会の最下層から一国の主に登りつめた者もいる。新しい発見や発明は後を絶たないし、十年前は信じることのできなかったことが、今や当たり前の社会になっている。人間が生み出したものによってね。


      つまり、人間には無限の可能性があるということだ。人間には不可能を可能にする能力があるということなんだ。


      サイード、君は人間の持つ無限の可能性を信じることができるかい？」


      「はい」


      サイードは疑いようのないまっすぐな眼差しでユニバスを見ながら即座に答えた。


      「いいぞ、サイード。君はいい目をしている。


      よし、それでは次の質問をしよう。君は何者だい？」


      サイードはちょっと面食らった。自分はサイードであると名乗ったし、それはユニバスも知っている。いったい何を聞かれているのかと思案していると、ユニバスが先に答えを言った。

    

  


  
    
      
    
  


  
    「君はサイードという名の一人の人間だ。


    君は、人間には無限の可能性があると信じていると言ったね。それでは聞こう。


    それと全く同じように、自分に無限の可能性があると信じることができるかい？」


    サイードは瞬時に頭の中でこう思った。そう信じたい。自分にもあると信じたい。でも正直、自分にそれがあるかどうかはわからない。サイードは、先ほどのように強い返事を即座に口に出すことができず、ためらっていた。


    するとユニバスは言った。


    「いいかい、サイード。君は一人の人間だ。つまり君にも無限の可能性があるんだよ。君はそう信じようとしているかもしれないが、それは正しくない。君はその事実に気づかなければならない。


    そう信じるのではなく、それに気づくんだ」


    ユニバスはサイードにそこに腰を下ろすように言い、自らも岩の上にあぐらをかいて座った。


    聖なる岩の上から見えるのは、美しく輝く星空のみだった。そこが高地であったせいもあるのだろう、サイードは生まれてこのかた、こんなに美しい星空を見たことがなかった。


    サイードはユニバスの話の間も、ただただ感動し、呆然と星空を見上げていた。


    ユニバスはひとつの星を指差して、こう言った。


    「今君が見ているあの星は、今から千五百年前に放たれた光が、今ようやくここに届いたものなんだよ」


    「想像がつかないほど遠いんですね」


    「そうだね、そして大きい。この宇宙は果てしなく広い。そして今こうしている瞬間にも、この宇宙は広がり続けているんだ」


    サイードは感慨深げに満天の星を眺めていた。


    ユニバスも同じようにして星を見上げていた。そして話を続けた。


    「私たちは、宇宙そのものを創り出した力のことを、大いなる力と呼んでいる」


    「それは神ですか？」


    「世の中の多くの人は、それを神と呼ぶかもしれない。君もそれを何と呼ぼうと勝手だが、私は信仰の話をしているのではなく、事実を話し、それに名前をつけてそう呼んでいるという説明をしているだけだよ」


    サイードは焦って質問したことを少し後悔した。しっかり聞いていればわかるように説明はなされるはずなのだ。


    「よし、もう一度詳しく説明しよう。


    ある日、宇宙は誕生した。これは事実だ。それには何らかの力が必要だったはずだ。


    だからこの宇宙を誕生させた力に『大いなる力』と名づけた。ただ単にそれだけだ。信じる信じないではなく、事実に名前をつけたということを話しているんだ。いいね？


    話を続けよう。無からすべてを生じさせたこの大いなる力は、宇宙誕生以来、次から次へと新しいものを生み出している。その活動は今もなお続いているんだ。


    宇宙そのものを創り、秩序を創り、恒星、惑星、衛星を創った。この星を創り、この星の中に生物を創り、我々人間を創った。そして大いなる力は、彼の創り出したものの中で、我々人間にのみ特別な力を与えたんだ。


    それが何かわかるかい？


    一人ひとりの人間の中に、大いなる力そのものを備えつけたんだよ。


    ゆえに人間は誰でも無限の可能性が、その内側に存在するんだ。不可能を可能にすることができるのも、人間がその内側に大いなる力を持っているからなんだ。そして、人間一人ひとりが持つ大いなる力にも名前がついている。


    それが『心』なのだよ。


    心というのは無であり、どこにあるというものではない。ある日、心というものが誕生する。そして、心もまた宇宙同様、どこまで行っても果てのない無限の広がりを持つものなんだ。


    よく心が狭いとか広いとか言われるが、人間の心に大きさなどはない。あるのは心と呼ばれている、実体のない無の世界であり、目には見えない力でしかない。


    だが目に見えないからといって、存在しないわけではない。君の心は存在するのだ。宇宙空間と同じように、無だけど存在する。つまり心という無は存在することになる。


    さらに、大いなる力が無からすべてを創り出したように、我々一人ひとりに与えられた大いなる力、つまり心は、無からさまざまなものを生み出すことができる。


    今我々の生活している周囲を見てみれば、それはよくわかる。私たちの生活は人間の心から生み出されたものでいっぱいだ。『あったらいいな』と思う心が原点となり、昨日までは存在しなかったものがこの世に創り出される。そのくり返しの結果として、この世の中があるんだ。


    私たちが自然と呼ぶものはすべて、宇宙を創った大いなる力により創り出されたものだが、それ以外のものは、私たちに備えられた心という大いなる力によって、創り出されたものなんだ。


    同じ性質のものは共鳴し、同化する。


    宇宙そのもの、そして森羅万象を創り出した大いなる力は、無限の広がりを持つ宇宙そのものの力であり、無からあらゆるものを創り出すという無限の可能性を有している。


    私たちの中にある大いなる力とは、心。


    心は、無限の広がりを持つ実体のない無であり、そこからこの世の中にさまざまなものを創り出した。そして、一人ひとりの人間は今後も新しいものをこの世に生み出すという無限の可能性を有しているんだ。


    でもこの類似性は偶然ではないんだよ。


    この全宇宙を創り出した大いなる力が創造したものの中で、人間にのみ自らと同じ力を与えたのは、他でもない大いなる力自身なのだから。大いなる力がそう決めたんだ。


    私の言っていることは難しいかもしれないが、何度もくり返して頭の中で考えてみるといい。きっと言っていることがわかってくるはずだ」


    「ユニバスさん。僕にとってあなたの言っていることを理解するのは難しいことです。でも、なんだか、お話を聞いているうちに、僕の心というのは、ひとつの小さな宇宙のようなものかもしれないと想像するようになりました」


    「今日のところはそれでも十分だ。でも、『小さな』は余計だ。君の心というのは無限の広がりを持つ大きな宇宙なんだよ。そう考えてみてはどうかな」


    ユニバスはもう一度立ち上がり、星空を見上げながら話を続けた。


    「人間は夜空の星を見上げるとき、壮大な宇宙に対して地球という星の何と小さいことか、そして自分自身という存在が何とちっぽけなことかと考えてしまいがちだ。しかし宇宙を創り出した大いなる力は、そのちっぽけな人間という個体の中に、無限の広がりを持つ心を授け、自らと同じ大いなる力を授けたんだよ。


    だから、宇宙を見るたびに、何と自分の心の大きく素晴らしいことかと考えるべきなんだよ」


    ユニバスは再びサイードのほうへ歩み寄ってきて、座っているサイードと同じ目の高さになるようにしゃがみこんで、しっかりと握られた右手をサイードの前に差し出した。指の隙間からは、青白い光が漏れている。二つ目のピースが握られているのは明らかだった。


    そしてその姿勢のまま話を続けた。


    「私が君に教えたのは、人間には無限の可能性があるのはなぜかという理由であり、宇宙を創造した大いなる力が、我々人間を生み、その一人ひとりの中に自らと同じ大いなる力、つまり心を与えたというひとつの事実だ。


    そしてもうひとつ。宇宙を創った大いなる力と同じように、私たち一人ひとりの持つ大いなる力、つまり心も、世の中に新しいものを創り出す能力があるということだ」


    そう言いながらユニバスはゆっくりと手を開き、左手でサイードの右手をとり、パズルのピースを手渡した。サイードは青白く光る二つ目のピースを見つめていた。


    「いいかい、サイード。君は自分には無限の可能性があることを知らなければならない。そしてその無限の可能性の源である心が、何か新しいものをこの世に生み出そうとしたとき、君の中にある大いなる力が全力でそれを実現させようと動きはじめる。それだけではない。それに呼応するように、宇宙を創り出した大いなる力も全力でそれを実現させようと動いてくれるのをはっきりと感じることができるだろう。そしてそのとき、君の心と大いなる力が繋がっていることを確信するだろう。宇宙を創造した大いなる力がどうやってそれを助けてくれるかは、もう知っているね」


    「僕のビジョンに必要なパズルのピースを、行動することによってひとつ残らず与えてくれるということですね」


    「そうだ。経験という名のパズルのピースをね。


    必要な時期に必要な人との運命的な出会いがあったり、何かの偶然からそのとき必要な素晴らしいことを発見したりするといった経験がそれだ。もちろん、嬉しくないことだって、それが君にとって必要とあらば、しっかりと与えられる。


    世の中の成功者たちはすべて、こういう不思議な偶然に恵まれていたんだ。しかし、このことは一部の成功者に対してのみ起こることではない。すべての人間に等しく起こっていることなんだよ。もちろん君にもね。


    さあ、もういいだろう。あとは私の話を自分なりにしっかり理解するまで何度も頭の中で考えるんだ。わかろうとしないでいい。すべてを受け入れようとすれば、自然とわかるだろうからね」


    「わかりました。やってみます」


    サイードは力強くそう答えた。


    「君なら大丈夫だ。私の言っていることを私以上によく理解することだろう」


    二人はそれからしばらく、美しい星空を無言で眺めていた。サイードはこれ以上ない美しい星空を見ながら、この旅に出て本当によかったとしみじみ感じずにはいられなかった。


    それにしても宇宙は不思議だ。同様に人間の心も不思議に思えた。

  


  
    
      
        第二の賢者の教え 可能性

      


      　


      人間には無限の可能性がある。


      この宇宙にある、ありとあらゆるものを創り出した大いなる力は、人間を創り出し、すべての創造物の中で、唯一人間にだけ自らと同じ大いなる力を授けた。


      それが『心』である。


      このことを自覚し、自分には世の中に新しいものを生み出す無限の可能性があると気づき行動を起こすとき、自らの心だけでなく、宇宙を創り出した大いなる力が、さまざまなかたちで手助けをしてくれる。出会いや発見などを含めた、必要不可欠なパズルのピースをくれるという方法によって。


      そうして人間は不可能と思えるようなことを次々に実現してきた。


      自分もその人間の一人なのだから、不可能と思えるようなビジョンを実現する無限の可能性が自分にもあるということを正しく自覚することが、人生の成功につながる。

    

  


  
    
      第三の賢者


      　


      サイードがユニバスと別れて、三十六番目の夜のことであった。


      それまでサイードは、ユニバスの話を思い出しては頭の中でくり返していた。


      第二の賢者ユニバスの話はサイードにとって難しいものだった。


      しかし、難しかったがゆえに、今日ふとそれが自分の中で繋がるのを感じたときには、嬉しくてたまらなかった。感動で鳥肌が立った。サイードは星を見上げ、なかなか眠ることができなかった。


      そう、サイードは、難しいことも、くり返し受け入れようとすることによって自分の中で自覚に変わっていくという素晴らしい経験をしたのだった。


      サイードは、これでようやく二つ目のピースを賢者の書にはめ込むことができると思うと、嬉しさが倍増した。


      ジャミスは、サイードの考えていることがそのまま書となって現れると言っていた。だから、自分の中でユニバスの言ったことがはっきりと理解できるようになるまでは待っていたほうが良さそうだと判断して、その日が来るまでピースをはめ込まずにいたのだった。


      サイードはユニバスからもらったピースをポケットから取り出し、枠の左上隅にすでに納められているピースの右隣にゆっくりとあてがった。


      ピースはぴたりとはまり、眩しい閃光と強い風を巻き起こした。賢者の書はサイードのひざの上でガタガタと震えている。サイードはその瞬間を心待ちにしていたので、彼の目線は賢者の書に釘づけになっていた。


      が、そのとき前方の森の中に、馬に乗った一人の男がいることにサイードはようやく気づいた。


      （しまった。見られてしまったかも）


      そう思い、慌てて賢者の書を両手で胸に抱え込んで、薄暗い闇の中をじっとにらんだ。


      暗い木立の陰から一歩また一歩と、馬はサイードのほうへと歩み寄ってきた。やがてサイードがつくった焚き火の炎によって赤々と照らされるところまでやってきたその馬は、驚くほど大きく、その馬にまたがっている騎士風の男は顔に微笑みをたたえていた。


      「賢者の書を持っているということは、お前がサイードだな。私はお前の会うべき第三の者、リスペクだ」


      サイードはその言葉を聞いて初めて警戒の姿勢をとくと、安堵の表情を浮かべた。


      「ハハハ、その様子だとその書の秘密を聞かされていないようだな。その書に起こる出来事や、浮かび上がってくる文字は、お前の旅を妨げようとする者、たとえばそれを盗もうとしたりするような奴には何も見えないのだ。それを見ることができるのは、お前の旅が達成されるのを心から応援してくれる人だけなのだよ」


      「そうなんですか。僕はそうとも知らずに、できるだけ人目につかないようにってビクビクしてたんです」


      「まあ用心に越したことはないが、一度、他の人に見せて試してみるとよい。


      さあ、こちらへ来るんだ」

    

  


  
    
      
    
  


  
    そう言うとリスペクは馬上から手を差し出した。


    サイードは慌てて焚き火の火を消し、リスペクのもとへ駆け寄った。リスペクはサイードの手を引いて、馬上の自分の前部に彼を座らせた。サイードは生まれて初めて馬に乗った。リスペクはすぐに馬を走らせた。


    森の木立の間を駆け抜けるそのスピードは、一瞬にしてサイードを虜にした。


    周囲の景色は壁となって自分に迫ってきては、ギリギリのところで左右に分かれ、後ろに流れていくことをくり返した。サイードの目にはそれを左右に切断しているものは、絶えず上下に動いている馬の首であり、それが鉈のような役割をしているかのように映っていた。


    そして、馬上で強く感じたのは馬の呼吸、鼓動といった命の息吹だった。


    「なんて素晴らしいんだろう」そう感じずにはいられなかった。


    二人を乗せた馬はあっという間に森の中を突っ切って、少しひらけた小高い丘の上にやってきた。


    そこからは、山あいのひとつの街が一望でき、奥のほうの山と山の間隔が一番狭くなったところには立派な城がそびえ立っていた。家々には明かりが灯り、夕食時だからか、食事を作る煙が上がっている家も少なくなかった。


    リスペクは馬から下りると、馬を木につなぎ、頭を撫でてやりながら何やら話しかけると、サイードのほうへ戻ってきて芝生の上に腰掛けた。


    「人間は一人ひとりがかけがえのない唯一無二の存在だ」


    騎士風の男、第三の賢者リスペクは、前置きなく急に話しはじめた。サイードは山あいの集落に向けられていた目線をリスペクのほうへと変えた。


    「お前も、自分自身がこの世の中で何ものにも代え難い唯一の素晴らしい存在だということに気づかねばならん。私がお前に教えるのは、最高の賢者になるために必要なもの、つまり、自尊心だ」


    サイードは無言でコクリとうなずいた。


    「世の中にあるものは、稀少であればあるほど価値が高いものだ。世の中にこれひとつしかないと言われるものは、恐ろしいほど珍重され、高い値がつけられる。人間が創り出したものですらそうなのだ。ましてや、この世が誕生してから、これまでにも、そしてこれからも、決して同じものがあろうはずのない一人の人間が、どれほど素晴らしい価値のあるものなのかは計りしれない。


    お前がこの世に生まれたことすら奇跡的な出来事なのだ。


    お前の父親と母親との間で、一度の愛が交わされるたびに何億もの人間が生まれる可能性が等しくあった。いや実際には、その中からは一人も生まれない可能性のほうが高い。その中で、唯一生まれることを許される、つまり大いなる力から、自らと同じ力である『心』を有することを許されるのは、たった一人なのだ。それがお前なのだよ。そして、それを決めているのは、大いなる力だ。


    そう考えると、自らがいかに尊い存在であるかということに気がつくであろう」


    サイードはまた無言でコクリとうなずいた。


    「賢者たるもの、自尊心を常に高く保たねばならん。いつも自らがかけがえのない唯一無二の存在であるということを自覚しなければならない。


    人間はな、自らをかけがえのない存在であると認めたいとは思っている。ところが、生まれてから経験する数多くの失敗のために、自信を失い、勇気をなくし、自らを価値のない人間であるかのように思いはじめてしまうのだ。しかしそうであってはならない。


    人間の人生に失敗などないということは、もう学んでいるな。どんなことがあろうとも、お前のかけがえのなさが失われることはないのだよ。


    賢者とは、そのことを知り、いつも自尊心を高く保ち続ける者なのだ。そして、結果として、世の中の誰もがそう認める、つまりかけがえのない存在だと認める人間にお前がなったとき、すべての成功が手に入るのだ。


    リスペクは懐からパズルのピースを取り出し、サイードのほうへと歩み寄ると、それを差し出した。


    サイードは、リスペクの手のひらの上に乗せられて青白い光を発しているパズルのピースのほうは見ずに、じっと第三の賢者の目を見ていた。


    「どうしたサイードよ。受け取らないのか？」


    しばらくそのままお互いの目を見つめ合っていたが、リスペクは微笑みをつくってパズルのピースをもう一度握りしめると、それを再び懐の中に入れた。


    「おそらく僕に理解する力がないからだと思うのですが、今の話だけでは僕が最高の賢者になるための自尊心を身につけられたとは思えないのです。もう少しお話をしていただけませんか？」


    リスペクは満足げにうなずきながら、それを聞いていた。


    「サイードよ、お前は頭がいい。


    私の今の話には、あえて言わずにいた、ひとつの大切なことがある。おそらく、お前の感覚がそれを感じとったのだろう。はっきりと自覚はできていないかもしれないけれども」


    そう言ってもとの場所に戻り、芝生の上に座りなおした。


    「私の話で大切なのはここからだ。心して聞くがよい。


    賢者となるべき人間は等しくすべて、自尊心以外に持っているものがある。それは、『他尊心』だ」


    「他尊心…ですか？」


    「まあ聞け。私が勝手にそう名づけた。だから聞き慣れないのも無理はない。私はお前がこの世で唯一無二のかけがえのない存在だと言ったのを覚えているな」


    「はい」


    「お前だけが、とは言っていない。しかし賢くない者はこの言葉を、自分だけが…と勘違いして、自尊心ばかり高めていく。そして孤立し、協力を得られず、人から煙たがられる。誰だってそうだ。自分だけが唯一無二の存在であると鼻にかけている人間に喜んでついていく人などいない。


    ところが、ここで重要なことがある。あらゆる成功を手にするためには、この上なく高い自尊心を持ち続けなければならないのだ。


    一見すると矛盾しているように思えるこの二つについて考えるとき、『他尊心』というものが絶対に必要になってくる。


    他尊心というのはそれほど難しいものではない。お前自身がこの世におけるかけがえのない存在であると同時に、この世の中にいるすべての人たち、一人ひとりがかけがえのない、素晴らしい奇跡の存在であり、大いなる力から、大いなる力を持つことを許された特別な存在であるということを忘れてはいけないということだ。


    お前の周りにいるすべての他人を、これ以上できないほど尊重し、尊敬する心、それが他尊心だ。それをどんどん高めるのだ。


    そして自尊心は、それと同じ高さまで高めることを許されているということを理解してほしい。


    言いかえれば、自尊心を高めるということは、そういうことなのだ。


    自分を他人よりも価値のないものとして卑下してはいけない。


    自分を他人よりも優れているものとして傲慢になってもいけない。


    自尊心と他尊心は常に同じ高さでなければならない。


    自尊心を高めるということは、同じ高さまで自分以外のすべての人間に対する他尊心を高めるということを意味しているのだ。一部の、ではないぞ、すべての人間の、だ」


    そう言ってリスペクは、もう一度サイードのほうに近づいてきた。手にはパズルのピースが握られている。


    「さあ、自尊心は他尊心と同じ高さにあるということを頭に置いた上で、先ほどの私の話を思い出せ。もう一度言うぞ。


    賢者たるもの自尊心を高く持たねばならん。いつも自らがかけがえのない、唯一無二の存在であるということを自覚しなければならない。どんなことがあろうとも、そのかけがえのなさが失われることはないのだ。


    賢者とは、そのことを知り、いつも自尊心をこの上なく高く保ち続ける人のことを言う。そうして結果として世の中にいるすべての人が、その人のことをかけがえのない人だと認めるようになったとき、すべての成功が手に入るのだ」


    リスペクは手を開いた。


    「どうだ、サイード。今度は受け取る気になったか」


    リスペクは微笑みながらそう言い、小さく、しかし力強くうなずいたサイードの手のひらにパズルのピースをポトリと落とした。そうしてリスペクは山あいの街のほうを見ながら話を続けた。


    「私は私の住んでいるこの街が好きだ。私は彼らのことを誇りに思い、一人ひとりを尊敬し、彼らもまた私のことをかけがえのない存在だと思ってくれている」


    「あなたはこの街で何をやっているのですか」


    「私はあそこの住人だ」


    リスペクは、山と山の隙間が最も狭くなっている部分にそびえ立つ城を指差した。


    「あ…あなたはこの国で最も力を持った王なのですね」


    ひざを抱えて座っていたサイードは、慌てて正座をしなおして、そう言った。


    「まあ、そんなにかしこまる必要はない。私はここに住む人々、そして、世の中のあらゆる人たちの力に支えられて、その上に君臨させてもらっているだけだ。それがなければ、あんな立派な城に住むことも、いや今日一日生きることさえもままならない。私はそんな彼らを心から尊敬しているし、すべての人を本当にかけがえのない存在だと思っているのだよ。だからこそ、その中にいる一員として自分をほめてやることができるのだ。


    サイードよ、お前も自らの自尊心をもっともっと高めるがよい。


    自らは唯一無二の存在であり、かけがえのない素晴らしい存在であるということをもっと強く自覚するのだ。もちろんそれだけならお前は周囲のすべてから嫌われ、煙たがられ、孤立して、小さな成功すらままならない者になってしまうであろう。もちろん賢者になるなんてできるはずもない。


    しかし、他尊心とともにさえあれば、あらゆることが可能になるのだ。


    他尊心をこれ以上なく高めることによって、お前は周囲のすべての人から好かれ、尊重され、得がたい友人として大切にされる。お前のかけがえのなさは認められ、彼らの持つすべての大いなる力である『心』を味方につけ、あらゆる成功を手に入れることができるのだ。


    真の賢者とは、他人の中にある大いなる力をも解き放ち、その者に大いなる成功を与えることすらできる者なのだよ」


    リスペクは、一層穏やかに言った。


    「この世に生きる人間は、誰一人として一人で存在できる者はいない。自分の知る人、知らない人、この国の人から別の国の人まで、とにかくいろんな人間の力、支えがあってはじめて今日一日を生きることができるのだ。


    二番目の賢者から学んだろう。自分の周囲は自然以外はすべて人間が創り出したもので埋め尽くされていると。しかも、自分以外の人間が創り出したものだ。


    あの城に住んでいるとよくわかる。一本の柱にはじまり、家具やじゅうたん、衣服、絵画、彫刻、毎日の食事、葡萄酒、私の趣味として読まれる本、そしてあの城自体にいたるまですべてそうだ。私の生活の中に、私が創り出したものなど何ひとつない。私の周囲にある、ありとあらゆるものは、自然の恩恵か、自分以外の人間、つまり世界中の、昔のそして今の時代に生きた何千億という人の努力によって生み出された恩恵のいずれかなのだ。その恩恵にあずかっているおかげで、今日も一日幸せに生きてゆけるのだ。


    そんな中で生きていて、自尊心ばかりを主張し、自分だけが素晴らしい存在だ、価値ある人間だと言ったところで、その周囲の恵みは愛想を尽かしてそっぽを向いてしまうに決まっているのだ。


    すべての成功を手に入れた過去のすべての賢者は、等しくこのことに気づいていた。そしてこう考えた。


    『私の生活はすべて、私以外のすべての他人が生み出したもので埋め尽くされている。そのおかげで今日も一日幸せに生きてゆける。


    ということは私にとって、彼ら一人ひとりがかけがえのない存在であり、もっと尊敬され、尊重されてしかるべき存在である。


    そして自らも同じ人間である。ということは自分も世界中の人々にとってかけがえのない存在になりうるのだ。


    いつかは世界中の人の生活の中に、自らの大いなる力と努力によって生み出されたものが、なくてはならないものとして受け入れられるだろう。そうすることができるはずだ。


    今の自分の生活が、他人の創り出したもので埋め尽くされ、なくてはならないものになっているように。


    そうして、それが達成されたとき、世の中のすべての人にとって、自分はなくてはならない存在として認められることができるのだ。同時に富や名声も得るかもしれない。しかし、それは結果として生み出される産物に過ぎないのである』


    サイードよ、世のすべての成功は、他尊心をこれ以上なく高め、自らもそこに追いつけるように、自尊心を同じ高さまで高めることによって達成されてきたのだよ。


    わかったかな？」


    「はい」


    サイードは小高い丘の上に立ち、自らの居城と、民の住む街を見下ろしている王の雄大な背中を、尊敬の目をもって見ていた。


    きっとこの国の人々はこの王を尊敬し、この王はこの国の人々一人ひとりを尊敬し、お互いの創り出すものを与え合いながら幸せに生きているのだろうと考えながら。


    街の民家の窓から漏れる明かりが、何とも言えず暖かく感じられた。

  


  
    
      
        第三の賢者の教え 自尊心と他尊心

      


      　


      自らの人生を素晴らしいものにするためには、これ以上ないほど自尊心を高めなければならない。


      自分がかけがえのない存在であり、無限の可能性を持った唯一無二の存在であると、絶えず自らに言い聞かせる必要がある。


      ところがこれには条件がある。


      自尊心と同じ高さにまで、他尊心も高めている必要がある、ということだ。


      世の中のすべての人間は、自分の知らない者まで含めて、一人ひとりが大いなる力を内に持つことを許された、無限の可能性を持つかけがえのない存在である。そのことを知り、すべての他人を尊重すること、これが他尊心である。


      自尊心と他尊心、この両者は同じ高さである限り、どこまで高めても害はない。それどころか、むしろ成功はどんどん近いものになる。


      真の成功を手に入れるのは、そのことを最もよく理解している者なのである。

    

  


  
    
      第四の賢者


      　


      サイードは、第三の賢者リスペクに教わった国にようやくたどり着いた。


      それは果てしなく遠い国だった。大陸の西の端から、反対側の東の端までやってきて、海を越えたところにある島国だ。


      この国は今まで旅してきたどの国とも違う、不思議な雰囲気だった。


      狭い島国にひしめき合うように、信じられないほど多くの人が住んでいて、皆忙しそうに動いている。なんだか、自分ものんびり旅などしている場合ではないのではないかとすら思えてしまうほどだった。


      できる限り周囲の喧騒に目を向けないようにして、第四の賢者のいる場所へと急いだ。


      その家は、人里離れた竹林の中にあった。


      竹林がとぎれたところに、見事に剪定された生け垣が壁となり、ひとつの敷地をつくっていた。生け垣に沿って歩きながら入り口を探していると、垣根の隙間から中が見え、この国独特の、古いつくりの家と庭をのぞくことができた。


      そのとき庭の真ん中で、一人の男が、木刀を手に静止して構えているのが見えた。


      サイードは思わず立ち止まり、生け垣の隙間からその様子を見た。


      その人は、木刀を構えたまま動かず、目を閉じていた。


      一見何もしていないように見えたが、そうではなさそうであるとサイードは途中で気づいた。


      涼しい季節に差しかかっているのに、額からは汗がしたたり、時折、木刀を握っている指や足の筋肉がピクピク動くのが見てとれたからだ。


      やがてその人は、ガッと全身に力を込めたかと思うと、大きくフーッと息を吐き、目を開けると、クルッと家のほうに向きなおり、


      「入るがよい」


      と一言発してから歩きはじめた。


      サイードは驚いて、キョロキョロと辺りを見まわしてみたが、他に人がいる気配がない。どうやら自分への言葉らしいと気づき、慌てて生け垣のとぎれた入り口まで走っていき、中へ入った。


      「僕は、サイードといいます」息を弾ませながら自己紹介した。


      「遠路はるばるご苦労だったな。よく来た、サイード。


      さあ、ここに座るといい。茶を出そう」


      そう言って、建物の外についた廊下の部分（それを「縁側」と呼ぶのをサイードはあとで知った）にサイードを座らせると、男は中に入り、小さなお盆を持って再び現れた。


      お盆の上には、緑茶と茶菓子、そしてパズルのピースがすでに置いてあり、そのお盆ごと、男はサイードのほうへと差し出した。


      「あなたが、四番目の賢者ですね」


      「そう呼ばれるのはあまり好きではない。私の名は…」


      長く、耳慣れない音のつながりだったので、サイードは覚えることができなかった。もう一度聞きなおすタイミングも逃したサイードの様子に気がついたからか、その賢者は少し微笑んでから、


      「私が誰であるかはお前にとってさほど重要なことではない。大切なのはお前が私から何を学ぶかだからな。早速話を始めよう」


      そう言うと、自分も縁側に座り込んだ。


      サイードはちょっときまりが悪そうに苦笑いをしながら、帽子を取った。


      「お前は若い。これから自分の人生をつくっていくことになる。そこでだ、お前は、将来どうなりたいと考えているのかな？」


      「僕は賢者になりたいです。最高の賢者に」


      「それは『何になりたいか』であって、『どうなりたいか』ではない。


      それに、残念ながら賢者というものは、なるものではない。


      自らが自覚をしてなるものではなく、期せずして人からそう呼ばれるようになるものだ。賢者というものがあるわけではなく、多くの者がそう呼ぶから、賢者だと認められる。そういうものでしかない。


      私はお前が最高の賢者になることを心から期待しているが、そうなるときがやってきたとしても、それは自らがなったと自覚をしたからではなく、そう思う者がいるからに過ぎないのだ。つまり、そうなる日がやってきたとしても、事実はお前が最高の賢者になったのではなく、お前のことを最高の賢者だと思う人間ができたということなのだ。


      よいか、お前が賢者になろうが、そうでなかろうが、自らが生きてゆく方向性、目標を持たねばならんということに変わりはないのだ。それは賢者と呼ばれる者であっても例外はない。


      そこで、もう一度聞こう。将来どうなりたいと考えているのかな」


      サイードは少し黙っていたが、思いつくところが何もなく、


      「それ以外は考えていませんでした」


      と正直に答えた。


      「うむ。決まっていないのは悪いことではない。これから決めればよいのだから。私がお前に教えるのは、それを決める上で大いに参考になることだ。よいかな」


      サイードは無言でうなずいた。


      「よし、では始めようか。


      この国に住む人々は、古来より勤勉でよく働いた。結果として、今では世界の中でもトップを争うほど、経済そして科学技術の発達した国になった。


      ところが昔からずっとそうだったのかというとそうではない。昔はそうではなかったのだよ。むしろ反対だった。


      他の国が隣国と競争することによって、自らを鍛え上げていた時代に、鎖国政策で閉鎖的な状態をつくり、あらゆることにおいて大きく他の国々から遅れていってしまったんだ。だから当時は、科学技術的に、そして文化的には他国から見下されていた。そういう時代もあったんだよ。


      ところがそういった時代にも、今のこの国よりもはるかにすぐれていたものがあった。いや、今のこの国に対してだけでなく、それは当時の世界の中でも類を見ないほど秀でていたであろう。


      それが何かわかるかい？


      心の、そして精神力の強さだよ。


      他の国々が驚き、尊敬の念を抱くほど、強い精神を持ち生きていた時代があったのだ。


      この精神は、社会の構造が産んだ戦闘集団の中から生まれ、その社会構造の崩壊とともに消えてしまった。我々の国では、それを武士道精神と呼んでいる。


      　


      当時は、今と違って身分社会であった。


      武士というのはその社会の中でも、一番上に位置する階級だった。


      彼らは生まれながらにして武士だ。


      武士として生まれたら一生武士なのだよ。他の階級に生まれて武士になることはできない。


      今の言い方をすると、職業を選択する自由がなかったのだ。


      そうなると、彼らの人生における関心事は何になったか、想像がつくかい？」


      サイードは考えてみたが、何も浮かばなかった。


      「現代の我々には想像しにくいことかもしれないが、生まれたときから死ぬまで武士として生きていくと決められている世の中では、彼らの関心は、ひとつの方向にしか向かうことを許されなかったのだ。


      それが、『どんな武士になるか』であり、その結果として生まれたものが『武士道』というものなのだ。


      父親も母親も生まれたときから立派な武士にするべく子どもを教育する。教育をされる子どもの側も物心ついた頃からの関心事は、どんな武士になるのかということに絞られていた。


      すべての鍛錬や努力は、自らの思い描く理想の武士になるために絶えず続けられた。そして、結果として、自らの死を恐れず、名誉のためには自ら腹を切ることができるほど、気力を充実させていったのだよ」


      「自分で自分の腹を切るのですか？」


      「昔のこの国ではな、多くの者が心の在処を腹と考えていたようでな。だからこの国の言葉ではイライラすることを『腹が立つ』と言ったり、本心で話し合うことを『腹を割って話す』、何かよくない企みを持つ人を『腹黒い』と言ったりする。だから結果としてこう考えるようになったと言われているんだ。


      自らの起こした行動で、他者に迷惑をかける結果になってしまった場合や、予想外の結果に終わってしまった場合には、それが謀ではない、図らずもそういう結果になってしまったのだということを証明してみせるために、自ら腹を切って『黒いものなど出てこないであろう！』ということを見せたのだと。


      そうすることが、武士としてのあるべき姿だと信じてな」


      サイードはあまりにも常軌を逸した内容に閉口していた。


      「サイードよ、勘違いしてはならんぞ。


      私は身分社会を肯定しているわけでも、過去のこの国の慣わしをことさらに美化しようとしているわけでも、名誉のために自ら腹を切ることを肯定しているわけでもない。


      ただ、だからといって、当時の精神が何の役にもたたない、すべてが悪であるというわけではない。


      ここでひとつ参考になるところはな、昔のこの国の人々は、何になるのかを考えなかった。いや、正しくは考えることを許されなかったのだが、それはこの際どうでもよい。何になるのかを考えるのではなく、どんな人間になるのかのみを考えて生きていたということなのだ。そして結果として、驚くべき意志の力を生み出したという事実が重要なのだ。


      　


      確かに今は素晴らしい世の中になった。


      どんな家に生まれついても、何にだってなることが許されている。そういうチャンスに溢れている。


      しかし、何にでもなれるという自由を上手に使いこなせずに、そのチャンスの中に埋もれて、逆に苦しい人生を送っている者が世の中には多い。


      彼らのほとんどは、何になるかばかりを考え、それになることを目標として生きている。彼らの両親もそうだ。何にでもなれるから、自分の好きなものになっていいと言う。そして、何になるかを決めることが目標設定であり、それを実現させるのが親の役割であると信じて子どもを育てようとする。どんな人間になるかを目標にさせるのではなくな。


      その教えどおりに、子どもはなるべきものを目標にする。役人を目指したり、役者を目指したり、医者、学者と、何になったら幸せになれるかを考えて、それを目標とし、そうなることが幸せをつかむ方法だとばかりに人生を生きる。


      ところがそれでは何になったところで、幸せになどはなれん。


      大切なのは、何になりたいのかではないのだ。何になろうともかまわんが、どんな人間になりたいのかなのだ。いやもちろん、何になりたいのかを考えること自体は悪いことではない、ただ、それを考えたとしても、どんなそれになりたいのかを考えなければ、幸せを手にすることはできないのだよ。


      そういう人たちにとっては、昔は職業選択の自由がなかったから、必然的に獲得できた心、精神力の強さが、今では、どんな仕事でもできるという自由があるがゆえに、獲得できないという皮肉な状態になってしまっているんだ」


      第四の賢者は遠くを見ながら、そう話してくれたが、ここで目線を脇の茶へ移し、一口飲んでから、サイードのほうを向いた。


      「本当の賢者と呼ばれる人間はな、いつの世でもこのことを忘れないものだ。


      何になるのかというのはさほど重要なことではない。どんな人間になるのかということのほうが、はるかに重要なのだということをな。


      そうでないものは、まず何になるかを決めようとする。


      どうなりたいのかを真剣に考えることをせずに、将来の目標がないからといって焦ってその辺にあるものを引っ張り出してきて自分の人生に当てはめる。そしてそれになるのが人生の目標だというような決め方をしている。それでは、たとえどのような仕事に就こうとも、人生を成功に導くことはできない。


      それよりも、たとえば、あらゆる人から好かれ、慕われ、尊敬される人になるということを人生の目標にするほうが大きな意味がある。そういう人は何をやっても成功するものだ。


      つまり、お前がこれから決める目標は、何になるかではなく、どうなりたいのかでなければならないのだよ。


      それを強く念じ、自らを鍛えることによって、お前が何をすべきかというビジョンは自然と見えてくるものなのだ。


      わかるか、サイードよ。


      どうなりたいのかを追求するから、自ずと何をやるべきかが見えてくるのだ。賢者にはそれがわかっている。


      　


      私が教えられることは以上だが、最後にひとつ、たとえ話をしておこう。それを聞いてから五番目の賢者のもとへ行くがよい。


      　


      あるところに一人の若者がおった。


      その若者は幼い頃から人の話を聞くのが大好きで、暇さえあれば人の話を聞いていた。彼は、そのときが嬉しくてたまらないものだから、何とも言えない、いい表情で話を聞くのだ。


      そんな調子だから、そのうち話す側がその若者を求めて訪ねてくるようになった。世の中には真剣に話を聞いてくれる人がそんなに多くないからな。


      とりわけ独り住まいの老人からは自らの孫のようにかわいがられた。


      若者は徐々に、人は話を聞いてあげるだけで、数々の重荷を捨てたり、楽になったり、元気になったりするということ、そして、不思議なことだが、長年苦しんできた病を治してしまうことすらあるということに気づきはじめた。


      そこで若者は医者になった。


      取り立てて難しいことをするわけではない。それまでと変わらず、診察に来る人たちの話を何とも言えない表情で聞いているだけだったが、さまざまな病気を治してしまうとたちどころに評判になった。


      彼のもとには人がひっきりなしに集まった。話をしては具合が良くなったと言い、お礼のお金や品物を持って再び訪れる人が絶えなかった。


      その成功を見ていた者の中から、その若者と同じような成功を手に入れたいと思う者が次々出てきた。


      ある者は医者になるために猛勉強を始め、またある者は、あの若者のように医者になれば幸せになれるんだからと自分の子どもに言い聞かせて、脇目もふらずに勉強させた。


      彼らの中には医者になった者もいたが、あの若者のように成功できた者はいなかった。それだけでなく、彼らを待っていたのは厳しい経営という現実であった。


      そう。彼らは皆、医者にさえなれば幸せが手に入ると思っていたのだ。


      彼らがまず考えなければならなかったのは、何になるのかではなく、どういう人間になるのか、だったのに…。


      もし、彼らがその若者と同じように人の話を聞くのが好きな人になりたいと思い、それを達成していたなら、彼らは人生においてきっと成功していたであろう。


      たとえ医者にならずに、定食屋の亭主になっていたとしても。

    

  


  
    
      
        第四の賢者の教え 目標

      


      　


      人生における成功を、何になるかに求める人は多い。


      しかし、これになれたら成功、幸せなどという職業は存在しない。


      なぜなら、成功は職業についてくるものではなく、人についてくるものだからだ。


      何になるかを目標にしても成功を収めることはできない。


      まず真剣に考えなければならないのは、どんな人間になりたいのかである。


      自らの理想とする人間像を追求することによって、驚くほど強い意志の力を人間は身につけることができ、その過程の中で自らの進むべき道を自然と見出し、何をやるべきかということは自ずと決まってくる。


      大切なのはそのときに何をやっているかではない。最終的にどのような職業に就いていようとも、その目標とする人間像が成功するに足る素晴らしい人間像で、そこに向かって日々努力する限り、成功は約束されているのである。

    

  


  
    
      第五の賢者


      　


      サイードがこの屋敷に寝泊まりするようになって今日で十一日目だった。この屋敷は五番目の賢者の住まいで、名前をデイルといった。非常に立派な屋敷で、何人ものメイドをかかえた執事がすべてをとりしきっていた。


      当然のことながらサイードも客人として、温かい風呂、豪華な食事でもてなされ、もう一度旅に出る気をくじかれそうになった。何しろ旅の途中は、草をベッドに寝たり、洞穴で雨風をしのぐようなことが日常で、屋根のあるところに寝ることができるほうが珍しい。ましてや食事ともなると、このような豪華な食事にありつけることなど、今まで一度もなかった。


      サイードは昨日までの十日間、立派な書斎で一日中本を読んで過ごした。


      第四の賢者に会ってから再び海を越え、山を越え、いくつもの国境を越えて、ようやくたどり着いたサイードを待ち受けていたのは、この贅沢な毎日と、五番目の賢者から出された課題であった。


      賢者はサイードに五冊の分厚い本を手渡し、こう言った。


      「私からの話は君がこれらの本をすべて読んだ後だ。読み終わったら、私のところへ来るがよい。


      なに、急ぐことはない。一日一ページでもよい。とにかく、自分のペースでいいから。その間の世話はこの者たちがする。ゆっくりと旅の疲れを癒していかれよ」


      サイードは初日こそ、この至れり尽くせりの暮らしに感嘆し、できるだけゆっくり読んだら、ずっとここにいられるかな…などと考えもしたが、二日目の夕食あたりから、考え方を改めるようになった。


      この贅沢にすでに慣れはじめ、失うのが惜しいと思うようになっている自分に気づいたからだ。


      「このままだと僕は、旅に出る気力さえなくしてしまう」


      そう思うと、サイードはここでの贅沢な毎日が恐くなってきた。自らの強い気力をすべて奪っていくようで。


      　


      サイードはその日の夜から寝る間を惜しんで本を読むようになった。一日も早くここを発つことに決めたからだ。


      五番目の賢者が渡した本はすべて偉人たちの伝記であった。どういう状況で生まれ、そしてどのように人生最期の日を迎えたかが克明に書きつづられていて、一冊の終わりが近づくにつれて、自分がその人生をはじめから最期まで見守ってきた親のような、もしくは神のような不思議な気持ちになるのがわかった。その死に際しては、幼い頃が思い出されて涙すら流した。


      そうして、サイードは五人の人間の人生を昨日ようやく読み終えたのだった。


      その日の朝食。長いテーブルの端と端に、サイードとデイルが座り、いつものように食事が始まった。そして始まると同時にサイードが口を開いた。


      「デイルさん。僕は昨日あなたから渡された五冊の本を読み終えました」


      デイルは一瞬驚いたような表情をみせたが、すぐに笑顔になり、満足げに何度かうなずいた。


      「そうか。私が思っていたよりもずいぶんと早かったな。よし、このあと、私の部屋へ来るがよい。さぁ、今は朝食だ。食事を楽しもう」


      そう言うと、いっそうの笑みで顔がくずれた。


      　


      サイードはすっかり旅の準備を整えてから、デイルの部屋を訪れた。いざ準備をしてみると、名残惜しさのようなものは不思議となりをひそめ、旅に対する好奇心がムクムクと再びわき上がってくるのを感じた。


      デイルは部屋の中へとサイードをいざない、座った瞬間に反動でもう一度宙に浮くような心地のする一人がけのソファにサイードを座らせて話を始めた。


      「サイードよ。もっとゆっくりしていってもよかったのだよ。それこそ、お前の気が済むまで、いつまででもかまわないのに。どうした？ ここでの生活は気に入らなかったかな？」


      「とんでもありません。いつまでもご好意に甘えるわけにもいきません。それに、ここでの暮らしは、僕にはありがたすぎて、正直なところ、少し居心地がよくありませんでした。僕は何もしていないのに、こんなによくしてもらって…。お礼に掃除でも何でもやらせてもらえればよかったのでしょうけれども、そういうことすらやらせてもらえませんでしたし。とにかく、ここは僕が長くいていいところではないと思いましたので」


      デイルは満足げにうなずいていたが、しばらくして口を開いた。


      「人間は自らが努力して創り上げたものの上にしか、安心して立つことはできんものだからな。たとえどんなに素晴らしいものであっても、他人のつくったものの上では落ちつかんものだ」


      そう言うと、大きな机の上に置かれている木箱の中から青白く光るものを取り出して、サイードのそばへと再び戻ってきた。


      「さて、それでは、本題に入ろうか」


      サイードは、ソファに座りなおして、背筋を伸ばした。


      「人間は、今この瞬間しか生きることはできない。そのことを正しく理解する者だけが人生において成功をおさめることができる。私が君に伝えたいのはこのことなんだ。


      世の中の多くの人は、今この瞬間を大切に懸命に生きるのではなく、過去に生きたり、未来に生きたりしている。まだ若い君にはピンとこないかもしれないが、年をとるにつれて、世の中はそういう人であふれているということに気がつくだろう。


      ところが成功する人間というのは、決して過去に生きたり、未来に生きたりしているのではない。今日一日を成功するに足る人間として、精一杯生きているのだよ。わかるかい、サイード」


      「…なんとなくわかります」


      「とりわけ人間はよく過去に生きる。良い記憶があれば、それを思い出して浸るために今日という日を使い、悪い記憶が思い起こされたら、それを後悔したり自らを責めたりするために今日という日を使う。


      人間の過去なんて、それぞれにいいこともあれば、悪いこともある。その隅から隅までをほじくり返して、考えるのに忙しいなんて一日を送ってしまっているんだよ。しかし、それでは今日一日を無駄にしているばかりか、自分の将来すら価値のないものに変えてしまっていることになる。過去はもう戻ってこないものだ。それをあれこれ思い悩んだり後悔したりしても、これからの人生にプラスなことなど何ひとつない。過ぎていった昨日とはサヨナラして、今日一日を精一杯に生きる。この心がけが、賢者には、そして成功者には、必要なのだよ。


      未来だって同じことだ。なまじ過去にちょっとした成功や安定を手に入れたりすると、今度は未来を恐れるようになる。ああなったらどうしよう、こうなったらどうしようと、将来のことが不安になって気が気じゃないなんていう状態に今日を変えてしまっている人もいる。はたまた、大きな夢ばかりを見て、時間を過ごしている人もいる。今日、その夢に一歩でも近づく努力をしていないなら、結局、未来を恐れてオロオロしながら、今日を過ごす人と大して変わりがない。


      大切なのは昨日までの人生と、明日からの人生に心をとらわれることなく、今日一日に集中して生きるということなのだ」


      デイルはそう言い終わると、サイードの目の前に置いてあったチェス盤の上に、青白く光るパズルのピースをパチッと音がするように置いて、微笑みながらサイードのほうをじっと見た。


      サイードは視線を感じながらも、チェス盤の上のピースを見つめていたが、やがて口を開いた。


      「デイルさん。あなたの教えはよくわかります。賢者と呼ばれる者になるためにその考えが必要だということも僕なりに理解できたと思っています。でも、いまだに僕には、あなたが読むように指示した五冊の伝記が何を教えているのかわからないのです。あなたの話とどう関係があるのかが」


      そう言うと、サイードはまた一点を見つめて、いろいろと考えはじめた。


      デイルはその様子を相変わらず微笑みながら見ていた。サイードが、自分を足止めさせて旅を続ける強い意志があるのかをテストされているだけではないか、とは全く考えなかった様子であることに、デイルは満足していた。もちろんそういう了見で読ませたわけではなかったが、この少年が絶えずその意味を考えながら読んできたことに感心していた。


      「今日という一日に集中して生きなければならないということがわかったとしたら、大切なのはその過ごし方だ。


      今日一日をどう生きるかなのだよ」


      サイードは目線をデイルのほうへと移した。


      「人間の一生というのは、自らの伝記を書きつづっているようなものだ。君が最高の賢者になり、死後、伝記が書かれるとするならば、今の君は正に自らの伝記の一部を成すエピソードをつくっていることになる。つまり、生きるというのは、自らの伝記を自ら書くということなのだよ」


      サイードの目の輝きが変わった。彼が話に興味を持ちはじめたか、何かしら自分の中で手応えがあったことは確かだ。デイルは続けた。


      「私は君にタイプの違う人間の伝記を読んでもらった。巨大な富を築き上げた人間、世紀の大発見をした人間、強大な国を創り上げた人間、人々を助け、自らは一生質素な暮らしをした人間、そして不幸な時代を明るく生きた一人の女性の五人だ。この国ではいずれ劣らぬ偉人として、多くの人に読み継がれている伝記だ。君はこれらの伝記から何かを学ぶことができたかい」


      「僕はただただ、すごいと感心するばかりでした。学ぶところといえば、すべての人のあらゆるところのようにも思えてしまいました」


      「そうかもしれんが、それでは、話が先に進まん。よし、質問を変えよう。


      すべての人に共通していることは何だと感じたかな」


      「そうですね…まず、決して恵まれていたとは言えない状況から人生をスタートしている点では共通していました。


      それから多くの人に影響を与えて、尊敬されて人生を終えているのも同じです」


      「そうだ。そういう意味では、人生のスタート地点と手にする成功とは、全く関係ないといえる。いや、むしろゼロからのスタートのほうが成功を手にしやすいと言えるのかもしれないね。何しろ五人ともにそれは共通していたのだから。


      他には、何か気づかなかったかい」


      「五人とも貧しい子どもの頃から、他の人とは違うすごい人たちだったんだなぁと思いました」


      「どうしてそう思うんだい」


      「子どもの頃から、あぁこの人は、やはり成功するべくして成功したんだなぁとつくづく思えるようなエピソードが数々ありました。凡人には、いや僕には、とてもじゃないけどとれないような言動が、幼い子どもの頃から多いんです」


      「そこだよ、サイード。私は君にそこに気づいてもらいたくて伝記を読んでもらったんだよ」


      「え？」


      サイードはポカンとしていたが、デイルはかまわず話を続けた。


      「私たちがある一人の偉大な人間の伝記を読む。そうすると、どこかでその人の将来の成功が当然のように思えるようなエピソードが必ずある。それは貧しい幼少期のエピソードかもしれないし、苦労を重ねた青年期かもしれない。しかし、とにかく後の大きな成功を手にする前に嫌でも納得させられるんだよ。


      『あぁ、この人が将来あれを成し遂げるのは当たり前のことだ』


      『こういう人なら絶対成功する。成功して当然だ』という具合に。そのとき、不運であるとか、貧しいとかは全く関係ないことだ。たとえどんなにそのとき貧しかろうが、この人は『こうだから成功できたんだな』と納得できるエピソードが必ずある。それは、予想でなく確信だ。


      そしてそれがない人が成功する伝記などは見たことがない。こんな生き方をしていると今に失敗するぞと思いながら読まれる者は、必ず失敗の人生を送り、こういう人はきっと成功するよ、と思える人だけが成功するのだよ。そしてその確信が外れることはない。


      君も五人の伝記を読んでその確信を得たはずだ。彼らが世に出る、偉人であると認められるずっと前のエピソードを読んで、この人は絶対成功する人だという確信を。そして、それを感じた後は、どうやってそれを手にしたのかということを確認したに過ぎなかったはずだよ。『やっぱりな』といった具合に」


      サイードは大きくうなずいた。


      「私は、人生は一冊の伝記を書いているようなものだと言った。


      そして君は今日一日過ごすことによって、自らの伝記にまた新たに一ページを書き加えたことになる。書くことができるのは、今日一日分だけなのだ。ということは、自ずとできることは、いや、やるべきことはただひとつになってくる。


      君の伝記を読んでいる人間が、今日のページを読んでいるときに、『あぁ、こいつは成功して当然だ』『この人は、絶対成功する人だ』と確信できるような一日にすることだ。何しろ、その確信は外れないし、どこかでそう思われない人間が自らの伝記の最後のほうで大きな成功を手に入れるなんてことは決してないのだから。


      人生という伝記は、過去を書きなおすこともできないし、未来を先取りして書くこともできない。そう、人生の最後から書いていくことはできないんだ。今日しか書き足すことはできない。そして書き足す方法というのはひとつしかない。それが何かはもうわかるね。


      そう、『行動』であり『言動』だ。


      伝記というのはエピソードでつくられる。どんなときに、どういう行動をとったのか、窮地に追いつめられたとき、何と言ったのか、そういうものが積み重なって完成する。


      サイードよ。もし君が今書いている自分の人生という伝記を、素晴らしいものとして完成させたいと考えているのならば、今何を持っているとかいないとか、状況が有利であるとか不利であるとかは、全く関係がない。


      君は、君の伝記を読んでいる人間が、君は将来絶対に成功する人間であると確信できるような一日にすればいいだけなのだ。そうすれば残りの人生は成功できるかどうかというものではなく、成功するのはわかっている。あとはそれをどうやって手に入れるのかを見るに等しいものになるのだよ。


      どうだい。私の言いたいことが伝わったかな」


      サイードは無言で深く大きくうなずいた。澄んだ目は光り輝き、まっすぐにデイルの目を見ていた。


      「いいかい。くり返すが、多くの人は、人生において何を手に入れ、どんな成功を手に入れるかということを求めることには必死になるが、自分がどういう人間だと思われているかにほとんど注意を払っていない。


      しかし、今君が何を持っているのか、どんな成功を手にしたのか、人より優れているかなどはどうでもいいことだ。長い人生においてそういうことは刻々と変化する。大切なのは、君が将来成功するに足る人間だと思われるかどうかだ。もしそう思ってもらえたら、たとえ、今何も持っていなくても案ずることはない。皆がそう予想するように手に入れたいと思っているすべての成功が向こうからやってくる。そう思われることは、すべてを手に入れたに等しいのだ。反対に君が今どんなに成功をおさめ、富や名声を手に入れていたとしても、君の伝記を読む人、つまり君の人生を見る人が『こういう人間は今に失敗する人間だ』と思うようなら、それはすべてをなくしてしまうに等しい。そういう日は必ずやってくる。


      そのことを忘れてはならないぞ。


      　


      賢者とは、そのことを正しく理解する者であり、ということは、一日あれば、自らの人生を大いなる成功に導くことができるということを正しく理解することができる者なのだよ。何しろ、何があろうとなかろうと、それまでの過去がどうであれ、今この瞬間から、今日一日を、この人は絶対成功する人だなぁと思えるような一日にし、それをすべての今日という日で続けるだけですべての成功が手に入るのだからね。いいかい、君が今日書けるのは伝記の一ページだけだ。しかしその一ページで、その後の成功を約束させることはできるということなんだよ」


      サイードはデイルの言葉を頭の中でくり返していた。そして、自分の人生を伝記でたとえるのなら、この旅は一章の終わりで、この旅が終わったところから、第二章が始まるのだろうなと考えたりもした。


      そう考えるとサイードは、人生において自分が手にしているものはまだ何もないけれども、とにかく、自分の伝記を読む人があるならば、少なくとも、第一章が終わるまでにすべての読者たちに、サイードのような少年なら、将来成功間違いなしと思ってもらえるような毎日にしなくては、と身が引き締まる思いがした。

    

  


  
    
      
        第五の賢者の教え 今

      


      　


      人生というのは、一冊の伝記を完成させるようなものだ。


      そして人生を成功に導くために今日一日の中でできることは、ただひとつ。


      今何を持っているいないに関係なく、今日一日、成功者としてふさわしい過ごし方をするだけだ。


      後にその伝記を読む人が、今日新たに書き加えられた一ページを見て、


      『この人だったら、将来大きな成功を手に入れられるのは当然だ』


      と思えるような、そんな一ページにする。今日一日をそういう過ごし方にするだけで、将来の成功は約束されたも同然である。


      成功に向けて、今日一日でできることはそれだけだ。


      くれぐれも、もう書いてしまったページを何度も読み返して後悔したり、まだ書かれていない白紙のページをめくっては不安になったりすることに、この貴重な一日を使ってはいけないのである。

    

  


  
    
      第六の賢者


      　


      六番目の賢者は、世界の金融経済の中心である街の小さなアパートの一室に住んでいた。


      穏やかな笑顔が特徴的な老人で、名前をティムといった。


      サイードはその老人に案内されるままにアパートの一室へと入り、遅い朝食をごちそうになった。


      独り暮らしの長いその老人は、食事中何度も、


      「二人でする食事は格別にうまいのぉ」


      と言い、ただでさえ垂れ下がっている目尻を何度も下げた。


      やがて食事も終わりに近づくにつれて、サイードが口を開いた。


      「ティムさん。あなたはずっとこの街に住んでいるのですか？」


      「そうじゃよ」


      そう言って、ゆっくりと立ち上がり、窓際へ向かった。


      眼下で忙しそうに行き来している人の波を見つめながら、


      「私もかつてはあの中の一人だったのじゃよ」


      と言って、しばらく、通りの様子を見つめていたが、またサイードのほうを見つめ直してからにっこり微笑み、テーブルのほうへと戻ってきて、もとの席に腰掛けて話を始めた。


      「ここでは人々が投資と称して、巨額の金を動かしている。それこそ秒単位で何百億という信じられないほど多くの金が、ある人の手元から消え、別の人の手元に移るということをくり返しているのじゃ。


      この街に長く住むわしがお前に教えることができるとしたら、正しい投資についての話しかない。サイードよ。投資とは何か、わかるかな？」


      「お金をこれから価値が上がりそうなものに換えて、そうなるのを待つこと…ですか？」

    

  


  
    
      
    
  


  
    「世の中の多くの人はそう考えているが、それはあまり正しくない。正しくはこうじゃ。投資とは自らの持つ財産を今は使えないものに換えて、将来大きく価値が上がるのを待つこと。これが投資じゃ」


    サイードは口を挟んだ。


    「それは僕が言ったことと違うのですか？ 僕には同じことのように聞こえたのですが」


    ティムは、笑顔を崩さずにこう答えた。


    「よいか、サイード。多くの者が財産と考えているものは、財産ではなく、信用という名の紙切れでしかないし、多くの者が投資だと考えているものは、ギャンブルでしかない。


    お前は『価値が上がりそうなもの』と言ったな。それは、裏を返せば、失敗して価値が下がることもあるということじゃ。そうなると財産を失うこともあるという意味も含まれておるじゃろ。


    失敗する確率があるということは、成功する確率がいくら高かろうとも、それはギャンブルでしかないのじゃよ。


    まあ、人生たまにはギャンブルが必要なときもあるがの」


    六番目の賢者ティムはそう言うと、またニコニコしながらサイードのほうを見ていた。


    （どうやらこの賢者は今までの賢者と違い、待っているだけでは核心に触れられそうにない）


    そう判断したサイードは、今ひとつ理解に苦しむところをどんどん質問してみようと考えた。


    「でも、お金は財産ではないのですか？」


    「まあ一種の財産といえなくはないが、世の中の人が思っているほど強い意味ではない。せいぜい、勝つ確率の高いギャンブルの元手にすることはできるという程度のもので、投資には向かぬのじゃよ。もちろんわしの言う投資は、世の中の人の言う投資とは違うがな」


    「つまり、それはこういうことですか？


    お金を使ってできる投資というのは、世の中の人が投資と思っているだけで、実際は増える確率の高いギャンブルでしかない」


    「うむ、理解がよいな。そのとおりじゃ」


    「それでは、私たちの財産とは何ですか？ そして、あなたのおっしゃる投資とは何ですか？」


    「我々の持つ財産というのは、等しくすべての者に分け与えられているものだ。


    賢者はそのことに気づいている。その財産を投資するとき、失敗などはない。必ずや大きな成功を引き連れて、手元に戻ってくるのじゃよ。


    我々の持つ財産というのは何か、わかるかい？」


    『賢者はそのことに気づいている』と言われたら、自分で答えを見つけ出す以外にない。サイードはひたすらすべての人間に平等に与えられているものを考えた。


    サイードの頭の中にはひとつの答えしか浮かんでこなかった。しかし、まだ半信半疑だったので、少し自信がなさそうに答えてみた。


    「それは…『時間』ですか？」


    「そうじゃ。我々の持つ、唯一投資できる財産は、時間じゃ」


    ティムは満足した様子で一層顔のしわを深くして笑顔をつくった。


    「僕にも何となく、そこまではわかりました。でも、それがどういうことなのか、もう少し詳しく説明してくれませんか」


    「うむ、いいじゃろう。


    多くの者は一攫千金をねらうギャンブラーじゃ。ところがそのギャンブルも、元手がなければできん。そこでこう考えている。


    自分も投資をしたい。金さえあれば、土地を買ったり、株を買ったり、会社をつくったりできるのに、残念ながらその資金がないから投資ができない、と。


    そこで、その資金をつくるために必死で働きはじめるのじゃよ。お金こそ、投資をするための資本であり、財産であると考えてな。ところがうまくいかんのじゃ。不思議と多くのやんごとなき事情が必ずといっていいほど起こり、せっかく働いて入ってきたお金も、そっくりそのまま出て行ってしまうようになっているんじゃよ。


    そうすると、結局逆戻りになってしまって、こう思う。


    『結局はじめから財産を持つものだけが幸せになるようになっているんだ。不公平な世の中だ』とね。


    この考え方のそもそもの間違いは、財産とは何かという認識を間違えているところなのじゃよ。


    こういう輩は、まとまった金や土地のことを財産と呼んで、それを投資しようと考えている。ところが本当の財産は時間だ。そのことをわかっておらん。


    だから貴重な時間を投資に使わず、お金を稼ぐために使う。自分では財産をつくっていると思いながらな。ところがそれは財産をつくっているのではなく、財産を浪費しているのじゃ。結果としていつまでたっても投資などできるはずもない」


    「働くことは、自分に対する投資にならないのですか？」


    ティムは笑顔を崩さないで答えた。


    「なるともいえるし、ならないともいえる。


    よいか、サイード。まだお前は財産といえば、金、財宝、土地のようなものだという意識が強いかもしれんが、そうではないのだ。あくまでも我々の持つ唯一の投資に使える財産は時間なのだということをもう一度頭の中に入れるがよい。


    我々の多くは、自らの貴重な財産である時間を使って働く。ところが多くの人にとって、この働くという作業は、時間をお金に換えるという作業でしかない。


    一日という財産をその場でお金に換金することを投資とは呼ばない。財産をそうでないものにその場で換えて手にしているのだから、これは消費もしくは浪費活動とでも呼ぶべきものなのじゃよ。


    投資とは何じゃったか、覚えておるな。


    自らの財産、わしはこれを時間だと教えたが、それを今すぐ何かにしてしまうのではなく、大きくなるのを待ってからそれを手にする。これが投資じゃ。


    その場で金に換えてしまう以上、その労働を投資とは呼べないのじゃよ。


    しかし、その場で金を手にするためではなく働くのは立派な投資じゃよ。


    だから、なるともいえるし、ならぬともいえるのじゃよ。


    労働が尊いといわれるゆえんはそこにある。


    世の中には尊い仕事と、そうでない仕事というような区別はない。すべての仕事は絶対的に等しく尊いもの。これは確かなことじゃ。


    ところが世の中の多くの者は、そこである誤解をしておる。


    それは、『働くことは尊い』と誰もが信じて疑っていないところじゃ。それを、子どもにも何の疑いもなく教えておる。しかしそうではない。尊い働き方もあれば、そうでない働き方もある。


    世の中のすべての道具は、我々の生活を豊かに便利にするために開発される。しかし、使う人間によっては、それを世の中に害を生み出すような使い方しかしない者もおる。有史以来、人間は絶えずそういうことを続けておるじゃろ。すべてにおいて万能なものなどは存在しない。それが我々にとってよいものであるか、害を生むものかを決めるのは、それを扱う者の心なのじゃよ。


    それは、労働においても例外ではない」


    「つまり、こうおっしゃるのですね。


    働いた時間すべてをお金に換えるような働き方は、その場ですべての財産を別のものに換えて受け取ってしまっているから、投資ではないし、そういう働き方は尊くない。働いても、その場でお金に換えるためでなければそれは投資になるし、そういう働き方は尊いと」


    ティムは一層笑顔をつくり、小さくうなずいてから返事をした。


    「まあ、実際にはお金を受け取っても尊い働き方はできるが、世の多くの人がそうなっていないのが事実だから、お前の説明で間違いはないであろう」


    サイードは、ティムの言っていることが大方わかってきた、と自分では感じていた。しかし、まだ完全に理解しきったとは言えないところもあり、念のため聞いてみた。


    「無償で働けということですか？」


    ティムは大声を上げて笑いはじめた。


    「ハハハ。サイードよ、まあそう焦るでない。


    確かに金を得ることを唯一の目的として働く者にとっては無償のように感じるやもしれぬが、実際にはそうではない。無償どころか、この上ない大きな投資をしているのじゃよ。しかもこの投資に失敗などは存在しない。確実に大きな富を引き連れて、自分の手元に返ってくるのじゃ。それがいつまでたっても返ってこないとしても焦る必要はない。遅れれば遅れるほど大きくなって返ってくるのが投資のいいところじゃからな。


    今のこの世の中に生きる上で、働いてお金を得なければ生きてはゆけんのは承知しておる。ゆえにお金を儲けるために働くのもよかろう。


    それでも一日八時間も働けば、贅沢さえしなければ、生きてゆくのに必要な金は稼げよう。


    ところが金が財産だと信ずる者は、欲をかいて、あと二時間多めに働こうとする。悪い心構えではないが、その二時間まで金に換えてしまうのじゃ。


    結果として、収入として手に入る金が四分の五倍になっただけじゃ。そうやって、あと何時間多めに働いたら、いくらもらえるだろうかなどと勘定しながら働くことを、尊いとは言いがたい。


    同じ二時間多めに働くでも、その二時間は金以外のために働いてみよと言うとるのじゃ。


    八時間の労働が生きてゆくために必要だということを否定しているのではない。それはすればよい。いや、せねばならん。


    ところが、そうして生きるために必要な金を手にしたら、あと二時間は金に換えるためではなく働くのじゃ。


    そうすれば、自然と何のために働くのかを考えるようになる。他の人が仕事をしやすくするためかもしれんし、社会全体のためかもしれんし、国、いやこの星全体のためでもいいじゃろう。とにかく自分なりにこの二時間は何のために働くのかを考えるのじゃ。


    この二時間ほど尊い労働はない。このとき初めて『働くことは尊い』と言えるのじゃ。そしてこのとき初めて、人は正しく投資をしているということができよう。


    このようにして働く二時間はな、お金のために働く八時間よりもはるかに意味があるんじゃよ」


    「おっしゃることはよくわかりました。


    とても納得できることだし、僕も、何かが返ってくるこないに関係なくそうして生きていこうと心から思いました。でも…」


    「必ず返ってくるというところに確信が持てぬというのじゃろ。本当にそれで絶対に失敗のない投資をしたことになっているのかが、不安なんじゃな。そしてそれは自分のためじゃなく、賢者となるからにはそのことにしっかりとした確信を得ておきたい。後に人にそれを伝えられるようにするためにも。そうじゃろ？」


    サイードはコクリとうなずいた。


    ティムはゆっくり一つひとつ、サイードの頭の中に言葉を置いていくように話しはじめた。


    低くしわがれたその声によって、サイードの脳に直接文字が書かれていくかのように、はっきりと一言一言が頭に焼きついていくのを感じた。


    「まず八時間の労働によって得るのは金じゃ。生きてゆく上で必要な金じゃ。


    そして、あと二時間、その人が金を得ず、他の別のことのために働くという投資をしたときに手に入れるものは、これじゃよ」


    ティムが差し出した手のひらの上には、青白く光を放つパズルのピースが置かれていた。


    「ああ…」


    サイードは頭の中でいろいろなことが次々とつながり、自分のものとして理解されていくのがわかった。それは一瞬の出来事ではあったが、あらゆる情報が脳裏をよぎり、適当な情報どうしがつながっていくという不思議な感覚だった。


    「どうやらすべてを理解したようじゃな。


    お前は、世間の人のいうところの『無償』で働くことによって、金の代わりにパズルのピースを手に入れるのじゃよ。


    それは、上司からの信頼や人望、人脈かもしれん。技術や知識の向上の場合もあれば、一人だけいい格好をしようとすると思われる、同僚からの妬みかもしれん。世間からの賞賛の場合もあれば、無意味なことと笑われるというピースかもしれん。必ずしもそのときに、もらって嬉しいと感じるピースではないかもしれんが、お前が大いなるビジョンを描き、それを最終的に完成させ、成功の人生を手に入れたときに、あとからでき上がったその大いなる絵を見てみると、そのときに手に入れたピースがどこでどのように役に立ち、他とつながり、使われているのかが見てとれる、そういうひとつのピースを手に入れることができるのじゃ」


    ティムはもう何も言う必要はないだろうと感じた。


    サイードは美しくキラキラ光る目で、こちらをじっと見ている。


    表情には迷いがなく、微笑みをたたえ、自信に満ちているように見えた。


    （賢い子だ）


    ティムは心の中でそう思いながら、目尻を一層下げて微笑んだ。

  


  
    
      
        第六の賢者の教え 投資

      


      　


      世の中の成功者と呼ばれる人のほとんどが、無一文からスタートして巨万の富を築き上げている。彼らは皆、投資をしたからこそ成功を手にすることができたのだ。


      ただし、彼らが投資したのは決して金ではない。


      自らの人生という貴重な財産を、時間という財産を投資したのだ。


      そして結果として、自らの描く、壮大なビジョンを完成させるために必要なパズルのピースをすべて受け取ったのだ。


      これが正しい投資である。


      この投資は、現状としてお金があるないに関係なく、すべての人が平等に、しかも今すぐ始めることができる。


      賢者とはそのことをよく知り、時間を投資することを欠かさない人なのだ。

    

  


  
    
      第七の賢者


      　


      サイードは退屈していた。


      広大な砂漠の北端に位置するこの街にやってきて、今日で四日目だ。


      七番目の賢者サーチャフトは、サイードが到着した日、その訪問を歓迎し、一枚の紙を渡した。


      そして、それに、自分と直接関わって生きている人の名前をすべて書くように指示をした。


      サイードは二日かかってそれを仕上げ、サーチャフトに持っていった。


      はじめは、これはとてつもない人数になるぞと思いながら、どんどん名前を書き込んでいったが、人数が八十人に差しかかったところで、パタリと勢いが止まってしまった。そこからは、一人ひとり絞り出すように思い出しながら、名前を書き込んでいき、何とか百二十三名まで増やした。


      サーチャフトはそれを受け取り、言った。


      「時が来たら話をしよう。それまでこの街でくつろぎ、旅の疲れを癒すがよい」


      しかし、一向に呼び出される気配がない。


      この街はとても小さく、隅々まですべてを見てまわるのに半日もかからなかったので、それを書き終えた二日目には、サイードにとって、この街の景色は目新しいものではなくなっていた。


      三日目、サイードはあてがわれた部屋で、サーチャフトの言う「時」を待って一日が過ぎ去った。部屋の中の至る所が砂でザラザラしていた。ここは海に近いせいもあり、時折砂漠には強い風が吹き、多量の砂を巻き上げる。外にいると目をあけられないこともあった。


      この日、サイードが知った新しいことは、砂丘についてだけだった。


      サイードの部屋からは、砂丘が幾重にも重なって見えるのだが、砂丘というのは砂漠のどこにでもできるものではなく、いろいろな条件が整わなければできないものなので、実は砂丘がある場所は意外に少ないということを街の人に教えてもらったのだ。


      サイードは砂漠に砂丘があるのは当たり前だと思っていただけに、目の前に広がる砂丘の風景を初めの二日間以上に感慨深く眺めることはできたが、新しく仕入れた知識がそれだけだったので、何だか物足りない気がする一日となった。


      そして今日が四日目だ。


      もう昼が近いことは太陽の高さからわかるが、今日も今のところサーチャフトから何の連絡もない。サイードは退屈をしていた。


      「時がきたらって、いったいいつだろう？ 何だか今日でもなさそうだ。いや、ひょっとすると今日かもしれない。でも下手をすると、何日も何ヶ月も、何年も待たされることだってあるかもしれない」


      いろいろ考えていたが、結局ひとつの考えに落ち着いた。


      「いつになるかわからないのをただこうやって待っているのは、時間の無駄だ。何か探そう。何かするべきことを探して、それをしながら時がくるのを待とう」


      そんなことを考えながら窓枠に腰掛け、見るともなしに外を見ていると、一人の小柄な少年が井戸で水を汲んでいるのが見えた。年の頃だとサイードより年下のように見える。その少年は急いで水を汲むとそれを持って、走っていった。その姿を見て、サイードはふと自分の故郷のことを思い出した。


      川から水を汲んでくるのは、サイードの仕事だったからだ。


      「おじいちゃんは元気かな。一人で淋しくないかな」


      そんなことを考えながら、ぼんやりその井戸を見ていると、同じ少年がまた走ってきて急いで水を汲んでいるのが見えた。


      「あ、さっきの子だ」


      とっさに飛び上がり、部屋から外に飛び出し、井戸に向かって走った。


      サイードが井戸のところに駆け寄ったときには、すでにその少年はいなくなっていた。


      ちょっと走っただけなのに汗が滝のように流れ出てくる。


      サイードは息を切らせながら思った。


      「ここで待っていれば、また来るかな」


      サイードはその少年が先ほど走っていった先のほうを見ていた。


      すると突然背後から名前を呼ばれ、あわてて振り返った。


      サーチャフトがそこに立っていた。


      「サイードよ、どうした？ 何を探しているのかな？」


      「さっきから何度か、一人の少年がこの井戸に水を汲みに来ては、走って去っていくのが部屋から見えたので、特にやることもないし、手伝ってあげようかなと思ってここに来たんですが、一足違いでした。でも、ここでこうやって待っていたら、また来るんじゃないかと思って待っているのです」


      サーチャフトは、満足げにうなずきながら、それを聞いていたが、


      「時がきたようだな。こちらに来るがよい」


      そういうと、クルッと向きを変えて、自らの住む家のほうへと歩きはじめた。


      「でも…あの…」


      サイードがサーチャフトの背中と、少年が消えた方向に交互に目をやり、戸惑っていると、肩越しにサーチャフトが言った。


      「大丈夫。彼の名はナジーム。一日に二往復するのが日課だ。今日はもう来ない」


      サイードは慌てて、サーチャフトのあとに続くべく小走りで走り寄った。


      　


      　


      サーチャフトの部屋の窓からも、広大な砂漠を見ることができた。大きな窓から見える景色は、手前に数軒の家と、街と砂漠の境目に植えられた数本のヤシの木、その奥には大きな波のうねりのように幾重にも盛り上がった砂丘が果てしなく続いていて、さながら一枚の絵のように美しいものだった。


      サーチャフトは話しはじめた。


      「サイードよ。人はな、放っておいてもそれぞれ何かを探して生きている。私がお前に教えることは、何を探して生きるかだ。


      世の人は誰もが幸せになりたいと願っている。それゆえ、自分を幸せにしてくれることを探して生きることになる。


      何かいいことないかな、楽しいことないかな、幸せになれることないかなと、自分を幸せにしてくれる何かを探して生きているのだよ。そしてそう考えるのは人間なんだから当然だ、皆同じはずだと考えている。


      ところがそんな便利なものは、そうそう見つけられない。だから、多くの人がなかなか幸せになれずに、この世はつまらない、楽でないと苦しむことになる。


      一方で、世の中にはごく少数ではあるが別のものを探して生きている人間たちもいる。


      世の中の誰かを幸せにしたいと願っている人たちだ。そういう人たちは、自分が幸せにできる人を探して生きている。何かいいことをしてあげられないかな。楽しませられる人はいないかな。自分が幸せにしてあげられる人はいないかな。そう考えて生きているんだ。


      そしてそれがどういう人たちかはもうわかるな。世の人々から賢者と呼ばれる人々であり、人生において大きな成功を手に入れた人々だ。


      サイード。私はお前が何を探して生きているのかを今日知ることができた。お前が自らの時間を使ってやろうとしたことは、他の人を助けて幸せにしてあげようということだった。その時がくるのを待っていたのだ」


      「いや…あの、僕は偶然に…その、水汲みは僕も仕事だったからその大変さを知っていたから…」


      「フフフ、謙遜せんでよい。意識的にだろうが無意識だろうが、そういう行動をとったことに意味がある。


      大いなる力がこの日のために日頃からお前に水汲みをさせていたということだと思っておけばよい。そのパズルのピースを今日上手に使っただけだ。


      多くの人もあの少年の様子を見て、手伝ってあげようかなとは思うのだ。代わってあげたら楽だろうな、と。ところがそれをすぐに行動に移す者はほとんどいない。あれこれ考えるのだよ。何も自分じゃなくてもとか、動いたら汗をかくしな、とか、今日は自分も疲れているし、とかな。


      この町の人間でナジームのことを知らない者はいないし、あの小さな身体で水を運ぶのは大変だということもわかっているはずだが、それを手伝ってあげようと実際に行動した人間は、私の知る限り、君が最初だろう」


      サイードは少し照れくさそうに、手を帽子の中に入れて頭をかいた。そして心から思った。無意識だったとはいえ、あの井戸に向かってよかった。日頃から水汲みをして、その大変さを知っていてよかったと。


      その様子を見て、サーチャフトは微笑み、そして話を続けた。


      「砂漠を旅する者にとって、オアシスは天国だ。他とは隔離された独自のひとつの世界なのだ。そしてそれぞれのオアシスには、それぞれのルールがある。それを決めているのがオアシスの長であり、それに従わぬ者は、何も持たずに、そのオアシスから放り出される。それが掟だ。


      それはすなわち死を意味する。なぜなら一番近くのオアシスでも、最低十日はかかるからな。よほど幸運なことでも起こらない限り死は免れないのだ」


      サーチャフトは立ち上がり、窓のほうへと歩み寄り、やがて砂漠を指差して話しはじめた。


      「ここから、この方角に、十五日間ほど行ったところにひとつのオアシスがある。この街の人々はそこを東のオアシスと呼んでいる。そこには八百人ほどの砂漠の民が住み、常時キャラバンが出たり入ったりしている。


      その東のオアシスに住むためには、ひとつのルールを守らなければならないと東のオアシスの長が決めた。


      それは自分の幸せのみを切に願うことだ。ひたすら自分が楽しく、過ごしやすく生きられるように、自分を幸せにしてくれるものだけを探して生きる。それがルールだ。東のオアシスにいる人々は、皆このルールに従って生きている。


      往来を行く人も、他人の邪魔をしてはいけないとか、全く考えない。とにかく自分が歩きやすいように歩く。井戸を使うのもそうだ。後の人が使いやすいようにとかは考えない。自分が使いやすければそれでいいという使い方しかしない。お金も自分が一番儲かるようにと、とにかく、何から何まで自分にとって一番都合のいいものを探そうとして必死だ。


      そういうふうにして、東のオアシスでは八百人の民が皆、自分の幸せのみを考え、それを追求して生きている。


      一方こちらの方角に、同じように十五日ほど行ったところに別のオアシスがある。西のオアシスだ。


      西のオアシスは、二百人の砂漠の民が住んでいる小さなオアシスだが、西のオアシスの長は、そこに住むためのルールをこう決めた。


      それは他人の幸せのみを切に願うことだ。ひたすら他人が楽しめ、他人が過ごしやすく生きられるように、他人を幸せにすることができることだけを探して生きる。それがルールだ。


      サイードよ。お前がどちらかのオアシスに住むとしたらどちらを選ぶかな？」


      「西です」


      サイードはためらわず、すぐに答えた。


      「ほう、どうしてだ？」


      「東のオアシスは、きっと街は汚れているでしょうし、人間関係をつくるのも難しそうです。結果として何だか、油断も隙もない毎日を送らなければいけなくなりそうです。


      西のオアシスは、他の人のために頑張らなければならないけれども、街はとても美しいでしょうし、友達をつくることも簡単にできそうです。そういうところのほうが僕は好きです」


      サーチャフトは大きくひとつうなずいてから、話を続けた。


      「そのとおり。事実お前の言ったとおりになっている。


      東のオアシスは公共のあらゆる場が汚れている。争いごとも絶えない。しかし西のオアシスはあらゆるところが美しい。皆が協力し合い、平和な街を創り上げている。もちろん互いに仲がよい。


      西のオアシスに住んだほうが幸せになれるのは明らかだ。


      理由はいたって簡単だ。


      東のオアシスに住めば八百人の中で自分のことを幸せにしてくれようとするのは自分一人しかいない。しかし西のオアシスに住めば、自分のことを幸せにしてくれようとする人が百九十九人もいることになる。絶対的に西のオアシスのほうが幸せになれるはずなのだよ」


      単純な論理ではあったが、サイードは妙に納得して、無言で大きくうなずいた。


      「さて、これだけ考え方の違う、東西のオアシス。


      お互いの仲はどうなると思うかな」


      「当然、悪くなります」


      今度もサイードは即座に答えたが、サーチャフトの反応は、先ほどとは違い、首を横に振っている。


      「意見が違えば敵対するというのが正しいように思うかもしれんが、意外や意外、非常に仲がよいのだよ。お互いに一緒にひとつのオアシスで住みたいと思っているほどにな。需要と供給の関係ができているのだよ。


      東のオアシスでは、とにかく八百人が全員自分の幸せのみを考えて生きている。ところが、そんな中で自分を幸せにしてくれるものを探すのは至難の業だ。そこで人々は、金を払ってでも楽しませてくれる娯楽を手に入れようとするが、そういうものすら東のオアシスにはない。何しろ他人を喜ばそうという人がいないのだよ。


      そこに年に一度だけ、西のオアシスからキャラバンがやってくるんだ。


      東の民にとって西のキャラバンは大きな魅力なんだ。何しろ自分を幸せにしてくれることが揃っている。ある者は歌や踊りで人を楽しませ、ある者は人を助けることによって幸せにしてくれようとする。食べ物や宝石類で楽しませてくれる者もあれば、家をきれいに改築してくれたりする人だっている。とにかくお金さえ払えば、自分のことを幸せにしてくれようとする人が揃っているのだから、我先にとそこに殺到するんだ。


      このことは、西の民にとっても大きな魅力であるのはわかるな。なにしろ東のオアシスには、幸せにして欲しいと願って自分たちの到着を心待ちにしている人がたくさんいるわけだからな。


      さて、結果としてどうなったか。


      私は両方の長と仲がよい。そこで、以前オアシスを訪ねたとき、それぞれのオアシスの持つ財宝の総量を聞いてみた。


      東のオアシスには金塊二百本分の財産があるらしいが、西のオアシスには約八百本分はあるらしい。


      これでは、人数の配分と逆だ。それでも東のオアシスでは、早く西のキャラバンが来ないかな、とか、一年に一度くらいは贅沢してもいいだろうとか、皆口々に言っている。東の長ですら、西のキャラバンが来る日を指折り数えて待っているくらいだ。


      そして、西のオアシスでは、今度はどうやって東の民を幸せにしようかと考えているのだ。


      　


      この街やお前の住むところには、この東西オアシスのようなルールはない。だから、どちらを選んで生きようが勝手だ。


      ところが自然と人々はどちらかを選んで生きているのだ。自分を幸せにするものか、他人を幸せにするもののどちらかを。


      つまり、この街の中には、領土的な境界線はないが、東と西の両オアシスが存在しているのだ。


      この街には約千人の人が住んでいる。そして、誰に何を命令されるでもなく、自らが何を探して生きるかを選択しているのだ。結果として、私の目にはやはりこう見えている。八百人の自分の幸せばかりを考えて生きる者と、二百人の他人の幸せばかりを考えて生きる者がいると。


      このことが何を意味しているか、もうわかるな。


      この街の全財産のうち、ほんの一部をほとんどの人たちで奪い合い、大部分を二割の人間で仲良く分け合っているということだ。もちろん財産に限った話ではない。幸せという漠然としたものだってそうだ。


      この世は、自分の幸せばかりを願う者にとっては、辛いことが多く、思うようにいかず、楽しいことの少ない試練の場かもしれないが、他人の幸せばかりを願う者にとってはこれ以上ないほど、楽しいことの多い、そしてチャンスに満ちた輝ける場所なのだよ。


      この街だけではない。


      我々人間が生きるどの世界にも東と西の二つのオアシスが確かに存在するんだ。


      そして人はどちらのオアシスで生きてゆくのかを自分で選ぶことができる。


      それを決めることによって直接関わり合いを持って生きている人の和が、領土的境界線を越えて、固い絆でそれぞれを結び、その者の所属するオアシスを形成する。


      『類は友を呼ぶ』のことわざどおり、思いや生き方に惹かれて、その人の所属する世界はでき上がっていくんだ。


      東西、両オアシスに住むためのルールを覚えているかい。


      お前が自分の住む世界の中で西のオアシスの住人になりたければ、そのルールに従わなければならない。


      周囲の人が皆自分のことしか考えていない東のオアシスの住人だからといって、


      『だから自分もそうする』


      では、お前も東のオアシスに住んでいることになってしまう。


      しかし、昨日まで東のオアシスに住んでいた人であっても、何を探して生きるかを変えるだけで、世界は一変する。


      つまり人はいつでも西のオアシスの住人になれるのだ。


      そうすると、周囲にある人間の輪は徐々にではあるが自然と変わっていくのだよ。


      中にはその者の優しさに触れて、ともに西のオアシスの住人になる古くからの友人もいるだろう。


      考えが変わることによって別の世界に住むことになってしまう古い友人もいるかもしれない。しかし、新たに西のオアシスに住むことによって、元々西のオアシスに住んでいた新しい友人と出会うことができるだろう。


      西のオアシスは我々の社会の至る所に存在している。


      人の和がつくり出す世界なので領土的境界線は確認できないけれども、周囲の人々を幸せにしたいと考えている人たちが集まる世界は存在するのだ。


      自らが西のオアシスの住人になり、時間が経てば徐々にそのことに気づくであろう。


      この教えを聞いても、


      『くだらない、そんなのあるはずがない』


      『ただのおとぎ話だ』


      『実際の社会は違う』


      としか感じられない者もいるであろう。


      残念ながらそれはその者が東のオアシスの住人だからなのだ。


      さあ、サイード。これを受け取りなさい」


      サーチャフトはサイードが百二十三名の名前を書いて渡しておいた紙と、パズルのピースを差し出した。それぞれの名前の横には、青い字で東、赤い字で西という文字が書かれていた。


      「これは…ど、どうして…」


      「お前の文字に、その者がどういう人間かを答えてもらっただけだ。私の力ではない。パズルのピースの力をもってすれば、それくらい造作のないことだ」


      サーチャフトは笑ってそう言った。東と西に分類されたその名前は見事に、その人の性格どおり、東のオアシスと西のオアシスへと分けられていた。


      「その紙が、今のお前の住む世界だ。


      今のお前の世界には比較的西のオアシスの民が多いようだな」


      微笑みながらそう言って、サーチャフトは振り返って砂漠のほうを見た。


      「これから世の中は二極化がさらに進むといわれている。確かにそうであろうと私も思う。


      ところが、それを多くの人は貧富の差が激しくなることだと捉えている。富める者は益々豊かになり、貧しい者は今まで以上に貧しくなるというのが、彼らの解釈だ。しかしそれは、結果としてそうなるだけであって、正しい解釈ではない。


      これからも東のオアシスの民は増え続け、西のオアシスの民は相対的に少なくなるであろう。これが世の中の二極化の正しい意味である。


      自分さえよければいいという人間は今まで以上に増え、必然的に他人を幸せにしたいという人間は益々その機会を増やすということでしかないのだ。つまり、世の中の二極化も、西のオアシスの民にとっては、自らを活躍させる大いなるチャンスでしかないのだよ。


      わかるな、サイード。


      過去の賢者たちは皆、そのことを知っていたのだ」


      サイードは名前の書かれた紙を見ながら、ゆっくりと大きくひとつうなずいた。

    

  


  
    
      
        第七の賢者の教え 幸福

      


      　


      人間は何を探して生きるかという点において、二つに大別される。


      ひとつは、自分を幸せにすることを探す人々。


      もうひとつは、他人を幸せにすることを探す人々。


      どちらを考えるかによって、自分の所属するオアシスが決まる。


      自分を幸せにしてくれるものを探して生きる東のオアシスの住人にとっては、


      この世は思うようにいかない、楽しいことの少ない場所になるだろう。


      ところが、他人を幸せにできることを探す西のオアシスの住人にとっては、


      この世は喜びに満ちた、楽しいことの多い場所なのだ。


      もちろん、今の世の中の大部分は、東のオアシスの住人であろう。


      そんな中で西のオアシスに住むのは、頭ではいいことだとわかっていても、なかなか行動できるものではない。


      しかし、世の中の成功者はすべて西のオアシスの住人であることを忘れてはいけない。

    

  


  
    
      第八の賢者


      　


      サイードは名前を呼ばれて、診察室の中へと入った。


      ここは第七の賢者サーチャフトが八番目の賢者がいると教えてくれた病院だった。


      ここに来る途中、何人かに道をたずねたのだが、この病院は非常に評判が良かった。


      とりわけ、ここ最近になって良くなったらしい。会う人たちは皆口々に、先生は、困っている人の味方であるとか、他の病院では治らなかった病気が、この病院では治ったというような話をしていたので、サイードは第四の賢者の話を思い出した。


      （あの医者の話は実話で、その先生が八番目の賢者なのかもしれない）


      サイードは空腹で目まいがすることがある以外は、取り立てて悪いところがあるわけではなかったが、どうやらその医者に会うためには、診察室に入るのが一番簡単そうだと判断して、受付を済ませておいた。


      なるほど評判の病院だけあって混雑していた。しばらく待たされて、ようやく自分の番になったのだった。


      扉を開けて中に入ると、入り口に背を向けてカルテに何やら記入していたその先生は、サイードのほうへクルリとイスを反転させて向き直った。


      いかにも人の良さそうな、恰幅のいいその人は、笑顔であいさつをした。


      「君がサイードだね。さあ、ここに座りなさい」


      そう言って、自分の目の前のイスを指した。


      サイードは言われるままにそこへ座った。


      「さあ」


      「エッ？」


      「胸を見せてごらんなさい。さあ、上着を上げて」


      「あ…はい」


      「…よし、じゃあ今度は後ろを向いて。…今度は口を開けて中を見せて、…」


      その医者はサイードをひと通り診察した後、カルテに一、二行何かを書き込んで、もう一度サイードのほうを向き直って言った。


      「うむ、見たところ悪いところはなさそうだが、どうかしたのかな？」


      「あの…僕は…世界中を旅していて、その…ある人から、ここへ来れば…」


      その医者は突然大声で笑いはじめた。


      「ハハハハハ。なるほど、さてはよほど腹を空かしておるな。そこで誰かから聞いたのであろう。この病院に来れば、タダで食事にありつけるという噂を」


      「えっ…いや、そういうわけでは…」


      「いいんだ。ちょっと栄養が足りていない様子でもあるしな。旅の途中であれば、なかなかベッドで休むこともできないであろう。少し横になって休んでいくがいい。精のつく食事も出してあげよう」


      「僕は、あの、そういうつもりでは…」


      「心配しなくても大丈夫だ。お金を取るつもりはないから」


      なかば強引にベッドの置いてある部屋へと案内されて横にさせられてしまった。


      横になると不思議なもので、気がつかぬうちに深い眠りに入ってしまった。


      無理もない。このような寝心地の良いベッドには、旅の途中では滅多に寝られるものではない。加えて、ここ数日は歩きどおしでもあった。


      眠りに陥る直前に、サイードは考えていた。


      「あの人は、八番目の賢者ではないのかな…」


      　


      　


      「…サイード、サイード」


      サイードは名前を呼ばれて目を覚ました。


      「食事の用意ができているわよ」


      「あ…はい」


      一人のナースが食事を運んできて、部屋の隅でお茶を入れてくれている。


      サイードは上体を起こして、ベッドの上に座った。


      その女性はお茶をサイードへと差し出すと、ベッドの横に置いてあるイスに腰を下ろして話しはじめた。


      「あなたがサイードね。はじめまして、私はワーズワース」


      「あ…はじめまして」


      「男の名前みたいだと思ったんでしょ。まあいいわ。昔は私もそう思って嫌がっていたけど、今では気に入っているから。さあ、食べて。おなか空いてるでしょ」


      サイードは少しためらったが、確かに腹ペコだった。コクリとひとつうなずくと、ものすごい勢いで食べはじめた。


      ワーズワースは、その様子を微笑みながら見ていた。サイードは気になって、何度かその女性のほうを見たが、彼女は珍しいものでも見るかのように、常に微笑みながらサイードのほうに目を向けていた。


      何度めかに目が合ったときに、彼女は言った。


      「あせることないわ。ゆっくり食べなさい」


      サイードはまたコクリとうなずいたが、絶えず口は動き続けていた。


      さて、程なく用意された食事をすべて平らげ、フーッとひとつ、サイードは息をついた。


      「まだ必要かしら？」


      「いえ、もう十分です」


      「そう、じゃあ片づけるわね」


      「あの…あなたは…」


      「あなたのことは知っているわ、サイード。今日ここに来ることになっていたことも。そして、あなたが賢者の書を完成させる旅の途中であるということもね」


      「じゃあ、あなたが八番目の賢者なのですね？」


      「意外だったかしら？ それは私が女性だったから？ それとも、医者ではなくナースだったから？」


      「いや、あの、ここへ来る途中、先生の良い評判を何度も聞いてきたので、てっきりあの先生が八番目の賢者かと思っていたのですが、お会いしてどうも違ったようなので…」


      「先生はとても立派な方よ。本当に素晴らしい先生なの」


      「はい、あの…そういうつもりで言ったのではなくて…」


      「フフフ、わかっているわ。さあ、おなかも落ち着いたことでしょうし、そろそろ私の話を始めることにするわね」


      サイードはワーズワースのほうに向き直った。


      「私の話は、あなたが成功の人生を送る上でとても大切なことよ。


      『人生における成功を手にするとはどういうことか』という問いに対して、多くの人はこう考えているわ。


      『他人があなたを成功したと認めること』だとね。


      ところがそれは正しくないわ。それでは成功したことにならないの。


      大切なのは、


      『自分が成功したと認めること』よ。


      どんなに他人から成功していると言われても、自分でそう思えなければ、自分の人生を成功したとは決して言えないわ。それとは逆に、他人が何と言おうとも、自分の人生は成功の人生だと認められる人は、人生における成功を手に入れていることになるわ。


      幸せも同じ。


      他人があなたのことを幸せだと思っていても、あなたが自分のことを幸せだと思えなければ、幸せではないし、他人があなたのことを不幸だと言ったとしても、あなたが幸せだと思っている限り、誰が何と言おうとあなたは幸せでしょ」


      サイードはゆっくりひとつうなずいた。


      「そこで、あなたは自らを幸せであり、自分の人生を成功であると思うために知っておかなきゃならないことがあるの。それはね、人生をつくるものは何かということよ」


      「人生をつくるもの？」


      「そうよ。人生はあるものによってつくられているの。それが何かわかるかしら？」


      「行動ですか？」


      「そうね。行動も人生をつくるもののうちのひとつだわ。


      他にも、


      『人生というのは、小さいものから大きいものまで含めた、選択の連続によってつくられている。つまり決断が人生をつくっている』


      という人もいるわ。


      これらの考え方は間違いではないと思うわ。確かにそのとおりよ。


      でも、私はもっと基本的なことが人間の人生をつくると考えているの。行動も、選択や決断もその結果起こるものでしかないと」


      「何ですかそれは？」


      「それはね、言葉よ。


      人間が日頃使っている言葉が、私たちの人生をつくっているの。それをしっかり理解することがまず大事なことなの。


      言葉はあらゆるものを導くわ。


      あなたが日頃、意識的にであれ、無意識であれ使っている言葉に人が引き寄せられたり、離れていったりする、つまり言葉は出会いや別れを生むの。言葉が行動を生み、言葉によってある選択が生じ、決断が生まれる。


      人は言われたとおりの人間になると言うわ。


      『お前は裏切り者だ』と言われ続けると、そうでない人も、必ずどこかで裏切るようになるし、『お前は、ものすごい才能を持っている』と言われ続けて育った子どもは、そのとおりの人生を送るものなの。


      ここにいるとね、言葉はあらゆるものを創り出すということがよくわかるの。


      人の命を奪うものを兵器と呼ぶのであれば、言葉は兵器を身体の中につくることだってできるのよ。


      どんなに健康な人でも、名医と呼ばれる先生に診察されたときに、先生がしばらく考え込んで、


      『これはいかん。相当ひどいなあ』とひと言発するだけで、クラクラしたり、頭痛や吐き気を引き起こしたり、ひどい場合には胃に穴が開いたりして健康ではなくなってしまうことだってあるの。この体調の悪化を生んだのは病気ではないわ。言葉よ。


      人は病気によって生きる希望をなくすわけではないの。言葉によって生きる希望をなくすのよ。


      もちろん上手に使えば、生きる気力・勇気を与えることだってできる。


      多少の病気でも、先生に『大丈夫、すぐ治るから』と言われれば、どんな薬よりも効果があるのよ。このことはね、病気だけに当てはまることではないのよ。たとえば人の運、不運とかいったものにも同じことが言えるわ。


      よく、人は運がいいとか悪いとか口にするけど、そう考えているのは当の本人だけ。


      その人をよく知る他人、つまり周囲の人から見れば、それは運でも何でもなく、その人の日頃の言動が生んだ必然的な出来事だということは明らかなのよ。


      『日頃からあんなことばかり言っている人だから、ああなるのは当たり前』


      『いつかはああなると思ってたわ』


      『自業自得よ』


      と言われてしまうほどに、その人の言葉が原因となって導き出される当然の結果でしかないのに、本人だけがそれを運だと思って過ごしているのよ」


      「確かに、多くの人が運のせいにしていることは決して運ではなく、当然の結果だと思います」


      サイードは自らの経験からそう言った。


      彼は昔から、どうして大人はすぐに運の責任にするのだろうと思っていたからだ。


      彼の村に住んでいた人々の中に、ろくに働きもせず、また働いても長続きせず、家でビールを飲み、大声で家族を怒鳴りつけるような者が少なからずいた。彼らはうまくいかないことは何でも人のせいにして、口々にこう言っていた。


      『俺は運が悪い』


      サイードにはそれが不思議でならなかった。


      きっと運が悪いのではなく、自分が悪いということに気づいているのだろう。でも責任逃れをするために、自分の人生がうまくいかないのを運のせいにしているに違いない、そう考えるしかなかった。


      「実際に、その人に起こる出来事に、運がいいも悪いもないわ。ただその人にとって必要なことだから起こる…」


      「絶対不可欠なパズルのピースですね」


      「そうよ。そしてそれらの出来事を引き寄せてくるものが行動であり、人間のすべての行動を決めているものが言葉なの。


      私たちの心は、日頃耳にするすべての言葉の影響を受けてつくられていくの。取捨選択なく、すべてを取り入れていくのよ。気づかないうちにすべての言葉をね。


      人間は言われたとおりの人間になると言ったでしょ。その人の好む、好まざるにかかわらず、ずっとくり返される言葉どおりになってしまうのは、とにかく私たちの心はすべてを受け入れてしまうからなの。


      そうやってつくられた心で、私たちはあらゆる決断をして、どんな行動をするのかを決め、自分の人生をつくっているの。そう考えると自分の周囲をどういう言葉で満たすかは、自分の人生をつくる上でとても重要だということがわかるでしょ。


      『お前には才能がない』と言われ続けると、どんなに素晴らしい才能を持って生まれてこようとも育たないのよ。そういう環境に自らの身を置くような人生だけは避けなければならないということなの。


      ところがそういう環境を選べないことだってあるわ。生まれた環境を選べないのと同様にね。


      でも実はこれらは自分の周りにある言葉のほんの一部なの。あなたにはもっと真剣に考えなければならないことがあるのよ。


      心は耳にするすべての言葉の影響を受けてつくられるということは、もう言ったわね」


      サイードはうなずいた。


      「言葉には二種類あるわ。


      ひとつは音として口から発せられたり、耳から聞いたりすることができる言葉。


      もうひとつは外には出てこない、自分の心の中だけで発せられる言葉。もちろんそれは思考とも呼ばれるけれども、頭の中であっても、言葉を使って表現される以上、言葉であることには変わりがないのよ。


      ということは、あなたが人生を通して、圧倒的に一番多く、そして強く影響を受けるのは誰の言葉かわかるでしょ。


      そう、あなた自身よ。


      あなたの言葉を一番聞いているのはあなた自身なの。そしてあなたは誰の言葉よりも自分自身の言葉に強い影響を受けて人生をつくっているの。


      あなたは、実際にあなたが口にすることも、心の中で考えることもすべて聞いているわ。そしてそのすべてから影響を受けて自分の心というものはつくられているの。あなたの周囲を満たす言葉の大部分はあなた自身の言葉なのよ。


      あなたは、これまで七人の賢者に会って、賢者として成功の人生を送るために必要な大切なことを学んできたと思うの。そうでしょ？


      それでもあなたが日頃使う言葉がそれと反対の言葉だったり、心の中で発せられる言葉が、彼らの教えはわかったけれど、果たして自分にそんなことできるのかなあといったようなものだったとしたら、決して賢者と呼ばれる人間にはなれないわ。


      なにしろあなたは、あなたの言葉によって一番影響を受けるのですから。あなたが出会ってきた七人の賢者の言葉よりもはるかに強くね」


      サイードは再び強くうなずいた。


      「さあ、人生をつくるものは何かということは理解できたようね。


      このことを理解することが、自らが自らを成功し幸せであると認めるために大切なことであるという話も、もうしたわね。


      あなたは今日、この時点でたとえ何も手に入れていなかったとしても、人生において成功しているということを知らなければならないの。


      あなたに限らず、すべての人がそうなのよ。


      大いなる力を自らの内側に持つことを許され、成功することが約束されている旅の途中にいて、何かしら行動を起こせば、そのときの嬉しい嬉しくないはあるにしても、将来の大きなビジョンを完成させるのに必要なひとつのピースは絶対に手に入る。その一日を成功と呼ばずに、何を成功と呼ぶの？


      すべての人が今、この瞬間に、自分の人生を成功していると思うことができるはずなの。いや、それを知らなきゃならないの。


      そして、それを正しく理解した人は、たとえ手元に何も手に入れていなくても、自らが成功し、幸せであると認め、そういう言葉をくり返し心の中に抱くことができる。結果としてその人は、自分のその言葉を聞いて、また心がつくられ、さらなる成功の人生をつくるのよ」


      ワーズワースは白衣のポケットから青白く光るピースを取り出して、サイードに見せた。


      「何か儲かったとかいいことがあったとか、実益がなければ成功とか幸せを感じることができない人たちにとっては、何事もない一日を成功した幸せな一日だと考えることは難しいことかもしれないわね。


      でも、だとしても、その人が考えたり、発したりする言葉がその人の人生をつくるという事実に変わりはないわ。


      心の中でくり返される言葉が、


      『自分の人生は不幸だ』『ついてない』『成功などほど遠い』


      といった言葉ばかりなのに、それとは反対の素晴らしい人生がやってくるなんてことはあり得ないことなの。


      だからもし万が一、今の自分が成功しているとはどうしても信じられなかったり、幸せだと感じることが難しい一日だったとしても、まずは成功している人間なら、そんなときにどういう言葉を使って、どういうことを頭の中で考えるのかを考えてみて欲しいの。


      なりたい自分になったと思って言葉を使うのよ。


      その言葉によって、真の成功が引き寄せられてくるわ。


      それに、せっかく持って生まれてきた心であり、口でしょ。世の人や自分の中に、良いものばかりを生む言葉を発することもできれば、悪いものばかりを生む言葉を発して生きることもできるの。どうせ使って生きるのなら、人に勇気、元気、感動を与えたり、良いものを生み出すために使って生きたほうがいいでしょ。もちろん、自分に対してもね」


      ワーズワースはそう言って、パズルのピースをサイードに手渡した。


      「大丈夫です。僕は今日の自分の人生を、成功した素晴らしい幸せなものだと思っていますから」


      「そのようね」


      ワーズワースは、サイードのキラキラ輝く目を見てそう確信した。


      「私も誰が何と言おうと、自分の人生を成功した素晴らしいものだと思っているの。立派な先生のもとでお手伝いできて、そして何より、今の私の仕事は、私がこの仕事をするために生まれてきたと心から思えるものなの。


      だから、私はこの世界中の誰にも負けないほど幸せなのよ」


      「この病院は、あなたが来たから評判が良くなったのですね」


      「それは違うわ、サイード。ここにいるみんなが力を合わせたからよ」


      ワーズワースは微笑みながらそう答えた。

    

  


  
    
      
        第八の賢者の教え 言葉

      


      　


      人生は、言葉によってつくられている。


      その人に起こるすべての出来事は、その人が発したり、心の中で思い描いたりする言葉に起因する当然の結果に過ぎない。


      そして人間が一番よく聞くのは、他の誰でもない自分の心の言葉である。


      人は自らの言葉を他の誰よりも多く聞き、最も強く影響を受け、自らの人生を自らの言葉どおりの方向に向けようとする。そして将来には、今日自分が使った言葉どおりの人生が待っているのである。


      ということは、今日一日思ったり使ったりする言葉は、成功が約束された者がきっと使うだろうと思えるような言葉でなければならないということだ。


      今の自分が、成功している、あらゆる幸せを手に入れられる人生の途中にいるということを認める言葉を、自らに聞かせ続けることによって、さらに大きな成功が手に入るのである。

    

  


  
    
      発見


      　


      サイードが手渡した賢者の書は、第八の賢者の教えから後ろは白紙になっていた。


      アレックスはここまで一気に読み進んだ。


      サイードが経験し、学んできた教えはアレックスにとって、驚くべきものばかりで、ただただ感動の連続だった。


      「こんなに素晴らしい教えを、こんなに若い子が、しかもこんなにボロボロになりながら身につけてきたなんて」


      横で眠っているサイードの姿を見ると、一人ひとりの賢者の教えを読むたびに、胸にこみ上げてくるものを感じ、何度か熱いものが頬を伝った。


      自らが約五十年の間、自分なりに幸せをつかもうと努力してきたことの、ほとんどが間違っていたということにようやく気づいた。


      それまでアレックスは、自分は運が悪いと思っていた。一生懸命生きているにもかかわらず、成功、幸せとは縁遠い人生だった。


      とりわけ、ここ数年、いいことなんてめっきりなくなってしまっていた。しかし、この賢者の書は、今日の自分の姿は当然のあるべき姿であるということに気づかせてくれたのだ。


      アレックスは、成功を求めて単発的に努力はするが、失敗ばかり続くので、いつしか行動する気力もなくなる、ということをくり返して生きてきた。そうしているうちに、自分は何も価値のない人間のような気がしてきた。そのくせ自尊心ばかり高く、自らのプライドを保つことばかりを気にし、他人が手に入れているものを手に入れるのが幸せだとばかりに、どんな商売をすれば儲かるかということばかりを考えてきた。


      そうやって勤めはじめた会社でも、あのときああしていればとか、あんなことをしてしまったから、自分は成功する資格がないんじゃないかと過去のことを悔やんだり、この先、仕事をクビになったらどうしよう、不景気になってローンが払えなくなったらどうしよう、と起こってもいない未来を不安がってばかりで、今日一日を精一杯生きようなどという気持ちは、すっかりなくなってしまっていた。


      未来の不安を少しでも解消するために、死に物狂いで働き、お金をつくって貯めようとしたが、結局思いもよらぬ出費が続き、その蓄えもなくなった。


      頑張って生きているのだから、自分にも何かいいことが起こらないかなと、自分を幸せにするものを虚しく探す毎日になった。ところが、そんなものは見つからず、なけなしの金をはたいて娯楽を得ようとするばかりになった。そして、自分にばかり降りかかってくる不運に対して、心の中で、そして声に出して、後ろ向きな言葉ばかりを発して、それをいつも自分に聞かせていたのだ。何と言うことだ。


      アレックスは静かに目を閉じた。


      （愚かな。私は何という愚かな人間だったのだろう）


      そう思ったが、心の中は美しく晴れていた。


      あらゆることがはっきり見えてきたような気がした。


      そう、確かに昨日までの自分は愚かだった。しかし、今日、自分は新しく生まれ変わったということが実感できたのが何より嬉しかったのだ。


      頬をつたう涙に、水面を撫でた森の風があたって、何ともいえない爽やかな気分になった。


      「思えば、私が十四歳のとき、友人の輪の中に入れなくて、ひとりぼっちで沈んでいたとき、父さんはこう言ってくれた。


      『アレックス、こういうことわざがある。人生は、恵まれたカードが配られてゲームをするのが楽しいのではない。恵まれない手札を手にしていかにゲームに勝つか。これが人生の楽しみなのだ』


      そう教えてくれた。


      私は、父さんは人ごとだからそんなふうに言えるんだと思って、与えられているパズルのピースを捨てて、この公園に来るようになったんだったな。ごめんよ、父さん。私は気づくのが遅かった。この年になって、ようやくそれに気づいたよ。


      これからまた、一からやり直しだ」


      アレックスは目を閉じたまま、今まで自分に起こったことを一つひとつ思い出していた。


      転々とした父親の仕事、自分を仲間外れにした友人たち、よく喋る妻、家のローン、自分をかわいがってくれた前社長と、自分を追い出そうとしているその息子の現社長、彼が与えた屈辱的な仕事、会社に感謝状を贈った名前も知らないこの街の主婦、いや、とにかく人生におけるすべての出来事がパズルのピースとなって、ここへ自分を連れてきてくれたのだということに心から感謝した。


      どのひとつのピースが欠けても、今日この瞬間、ここでサイードという少年に出会うことはできなかったのだ。


      昨日まで単に自分を苦しめるだけだった数々のことの一つひとつに、心から感謝した。


      心の中でありがとうと何度もつぶやきながら一人ひとりの顔を思い出していた。


      思い出す顔は、彼を仲間外れにしたかつての少年たちの顔も、今の会社の社長の顔もみんな笑顔で、アレックスに対して微笑みかけてくるようだった。


      「私はサイードのように世界中を旅して歩いたわけではない。ずっと同じところにいて生きてきた。しかし、パズルのピースを集める人生の旅はしていたんだ」


      このことにアレックスは初めて気がついた。


      人はどこにいても、何をしていても人生の旅路の途中にいるのだ。


      　


      　


      サイードはいつのまにか、目を覚まして、目を閉じたまま満たされた表情を前に向けて、涙を流しているアレックスの横顔を隣でじっと見ていた。


      　


      アレックスは静かに目を開けた。


      相変わらず雲は低く厚かったが、少し傾いてきた日が西の空の雲の切れ目から、幾筋もの光線を織りなして美しかった。


      アレックスは自分の左側から、自分を見つめる視線を感じ、ゆっくりと首を左に向けた。


      サイードが真剣な眼差しでこちらを見ていた。


      アレックスは頬をつたう涙をぬぐいもせず、微笑んだまま話しはじめた。


      「サイード、ありがとう。本当にありがとう。


      君は世界中を旅し、苦労をして、ボロボロになりながら手にした賢者の教えを惜しげもなく、私に読ませてくれた。ありがとう。


      私は君が完成させようとしているこの賢者の書から、自らの人生の誤りを学んだ。


      自分がいかに成功の人生と反対の人生を過ごしてきたかが痛いくらいによくわかったんだ。そして、私の人生の悲運の数々は自分自身が生んできたということも。


      私はもう五十を越えている。


      ここまで来てしまった人生をどうすることもできないと、諦めかかっていた。情けない話、どうすることもできず、何をしていいかわからず、一人になりたくて、あらゆることから逃げ出してここに来たんだよ。


      でも今は全く違う気持ちなんだ。


      今日から全く新しい人生を始めても遅くない。


      心からそう思えるんだ。


      確かに五十年以上もそんなことに気づかず、人生を過ごしてきた自分には愚かさを感じずにはいられない。でも、それも悪くないと思えてきた。いや、むしろ、それだからいいんだと。こんな私だからこそ、世の中に対してできることがあるのではないかと思えるようになってきたんだ。


      何しろ五十年もの長い間、大切なことに気づかずに生きてきた人間の意見なんて貴重だからね。


      そう、こんな私の人生も無駄ではなかったのだ。自分が集めてきたピースから目を背けず、よく見て、組み合わせてみると、とても素晴らしい人生のビジョンが浮かび上がってくるはずだと、心からそう思えた。本当にありがとう。すべては君のおかげなんだ、サイード。


      自分がこんなにすっきりした心でいるなんて、信じられない。生まれて初めての気分だ。そう、私は今日、君のおかげで生まれ変わることができたんだよ。


      私も許してもらえるのなら、最後の賢者に会って、君と一緒に最後の賢者の教えを聞きたいと心から思っている。君の旅を通じて学んだ物語を最後の賢者が読んで、どういう判断を下し、君に何を言うのかにも、とても興味がある。


      でも、最後の賢者が何と言おうと、君は私にとっての最高の賢者だよ、サイード。


      誰が何と言おうと、私にすべてを教えてくれた最高の賢者は君だ」


      サイードはいつの頃からか姿勢を正し、はじめてアレックスに会ったときのような、キラキラする目でアレックスの話を聞いていた。アレックスは自分が話すのに夢中で全くそのことに気づいていなかったが、話し終わった直後に、はたとサイードの様子の変化に気づいた。


      ほどなく、潤んだサイードの両目から頬につたうものがあった。アレックスは我に返り、自分が涙を流したまま話したことを思い出し、手のひらで自分の顔をぬぐってから言った。


      「サイード。どうしたんだい」


      「アレックスさん。ありがとうございます。あなたは僕を賢者と認めてくれた最初の人です。


      そしてあなたは僕に、賢者になるために知らなければならない、僕に欠けている大切なことを教えてくれました。ありがとうございました。


      あなたからの教えを自分のものとして、これで僕は無事、賢者になるための旅を終えることができます」


      アレックスは少し照れくさいのと、サイードの言おうとしていることがよくわからなかったのとが相まって、少し狼狽した。


      「いや、あの…私はただ本心からそう言っただけで、何もお礼を言われるようなことは、…ましてや君に足りないことを教えただなんて…。


      あっ、それより最後の賢者はいつ現れることになっているんだい？


      君はまだ旅を終えるわけにはいかないじゃないか、最後の賢者に会うまでは」


      「約束の時間はもう過ぎています。さっき僕が目を覚ましたのが約束の時間でした。そして最後の賢者は約束どおり僕に会いに来てくれました。


      最高の賢者になるために必要な教えをしっかりと教えてくれたし、僕の経験してきた賢者の書を読んで、僕のことを最高の賢者だと認めてくださいました」


      アレックスは困惑して、周囲を見渡してみた。


      「サイード、何を言っているんだい。さっきからここには私と君の二人しかいないじゃないか。


      …も、もしかして、君には見えて、私には見えない人なのかい、最後の賢者は」


      アレックスは本気でそう心配した。


      この賢者の書の存在自体、実社会では理解することが不可能な不思議なものだ。おそらく世の中の誰も、自分の見た不思議な光景を信用しないだろう。アレックス自身も幽霊や死後の世界、超常現象といったものを全く信じていなかった。


      ところが賢者の書の力を見た瞬間から、科学では説明できない現象も信じざるを得なくなっていた。そしてやはり、自分には賢者に会う資格がないので、最後の賢者は、サイードにしか見えない姿になって現れていたのだろう、大いなる力ならそれくらいの芸当はできそうだ、そう考えたのだ。


      アレックスは目に見えないものを凝視するように、目の前の空中に焦点を合わせて何とか自分にも見えないかと首をキョロキョロさせた。


      そのときサイードが、ゆっくりと右手を挙げ、人差し指でアレックスのほうを差しながら言った。


      「あなたですよ、アレックスさん」


      「は？」


      「最後の賢者はあなたですよ、アレックスさん」


      「ハハハ、サイード。悪い冗談だ」


      笑ってごまかそうとしたが、サイードの表情は真剣そのものだった。アレックスも表情を硬くした。


      「私が賢者でないことは、私が一番よく知っている。第一…」


      言葉を続けようとしたとき、サイードが立ち上がり、アレックスのほうへと一歩歩み寄った。そして、立てたままの右手の人差し指をアレックスの左胸に当てた。


      「さっきから、ここがうっすら光っていますよ」


      アレックスは、ハッとして首を自らの左胸のほうに向けた。スーツの上着の外側に、確かにうっすらとだが光が漏れている。


      アレックスは恐る恐る上着の内ポケットに手を伸ばした。


      「こ…これは…」


      光の正体は、昨日家を出るときに雨に濡れてはいけないからと持ってきた、自分宛の郵便物だった。


      封筒の中から青白い光が漏れているのがわかる。


      震える指で封を切り、右手で封筒を持って口を開き、中身を左手の上に出した。


      「パズルのピース…だ」


      「あなたが最後の賢者である証ですよ」


      サイードはそう言いながら、手のひらをアレックスに向けて差し出した。


      アレックスは口を開けたまま呆然として、ただ我を失い、サイードの手のひらの上に、自らの左手の上に置いてあるパズルのピースをポトリと落とした。そして、ひざの上に置いてある賢者の書をサイードに手渡した。


      サイードはもう一度ベンチに腰かけ、大きくひとつ息を吸うと、受け取ったピースをゆっくりと表紙の真ん中にひとつだけ開いたスペースにあてがった。


      アレックスが渡したピースは見事にそこに当てはまった。


      本の表紙は眩しく光り、強い風を巻き起こした。


      震える賢者の書をサイードは両手でしっかりと握って顔の正面に持ってきた。


      パズルを九つ集めてできた正方形のキャンバスには、サイードのビジョンが映し出されているのだろう。サイードの顔が、そこから発せられる映像の光によってさまざまな色に変わっているのがわかった。


      アレックスの側からは、それが何なのかを見ることはできなかった。


      たとえ見えたとしても、見ていなかったであろう。アレックスはまだ何が何だかよくわからないといった様子で、ただぼんやりとサイードの顔の色が次々と光に照らされて変わっていくのを眺めているだけだった。


      それはほんの十秒足らずだったかもしれないし、三十分ほど続いたのかもしれない。はっきりとした時間はわからないが、アレックスには非常に長い時間のように感じられた。


      やがて、それはおさまった。


      あたりは、何事もなかったかのように静まりかえっていた。


      サイードは疲れた目を休めるかのように、固く目を閉じて大きくひとつ息をついた。


      そして立ち上がると、笑顔をひとつつくってアレックスのほうを向き、賢者の書を差し出した。


      「僕はもう行きます。やらなければならないことがはっきりしました。それをすぐにでも始めたいのです」


      アレックスは事態の変化に全くついていけていなかった。ただ次から次へと起こる予想外のことを、口を開けて見ていることしかできなかった。時折声にならない声を出しながら、事態のあとを追いかけることしかできなかったのである。


      「いや、これを私が受け取るわけには…だって、これは君が必死で旅をして…」


      こう言うだけで精一杯だったが、サイードに話をさえぎられてしまった。


      サイードは微笑みながらこう言った。


      「この書をあなたに渡さなければ、僕の旅は終わらないのです。賢者の書は最後の賢者のものだということをお忘れですか？」


      「いや…あの…」


      アレックスは、どう言っていいかわからないまま、賢者の書を受け取っていた。


      サイードは深々とアレックスに対してお辞儀をすると、向きを変えて森の中のほうへ向かって歩いていこうとした。


      「サイード！」


      アレックスは呼び止めた。何を言うのかは考えていなかったが、そうせずにはいられなかったのだ。


      サイードは振り返った。


      「ビジョンは…君の見たビジョンは何だったんだい？」


      「僕が見たビジョンは、この旅の途中で僕が想像していたビジョンそのままでした。何か新しいことを見たのではなく、自分が考えていたことを映像として見せられただけです。


      やはりビジョンというものは、与えられるものではなく、自分でつくるものだったのです。そのことがはっきりわかりました。


      これからが僕の本当の旅の始まりです。


      これから人生のあらゆる場面で、僕が賢者の教えどおりに本当に行動できる人間かどうかが、くり返し試されることでしょう。単なる知識として知っているだけなのか、それとも自らの生き方として身についているものなのかが試されるでしょう。


      それこそが真の人生の旅路です。


      知っているだけでは最高の賢者にはなれません。つまり、この旅だけでは最高の賢者になることはできないのです。僕はただ賢者の教えを知っただけですから。これからが本当の人生の旅です」


      アレックスは呆然としたまま聞いていた。何を言ったらいいのか、自分は何を言うべきなのかを考えていたが、何も言葉が出てこなかった。


      サイードはその様子に気づいたからか、先に口を開いた。


      「アレックスさん」


      アレックスはハッとして、ぼんやりとサイードのほうを見ていた目の焦点を、もう一度しっかりサイードに合わせた。


      「ありがとうございました。そして、さようなら」


      「礼を言うのは私のほうだ。ありがとうサイード！」


      サイードは自分がやってきた森の方角へと歩いていき、やがて姿が見えなくなってしまった。


      アレックスはまだ呆然としてそこに立ちつくしながら、サイードの消えた方角を見ていた。


      そちらの方角の森の木々に西日が当たり、鮮やかな赤色に染まっていることに気づくと、ハッと我に返った。いつの間にか、低く厚い雲は姿を消し、高いところにうっすらとすじ状の雲がかかっている晴天になっていた。


      森の木々は夕日の光を受け、美しく色づいている。池の水面には時折さざ波が立ち、そのゆらめきが乱反射を起こし、多数の光の刺激が目に入ってきた。


      世界をこれほど美しいと感じたのは久しぶりだった。いや、初めてかもしれない。


      永い眠りから覚めたように頭がボーッとしていた。何だか妙にはっきりした夢を見ていたのかもしれないとも思ったが、アレックスの左手には賢者の書がしっかりと握られていた。何度もそれをちらちら見ては、あれは夢ではなかったのだということを確認した。


      左手に握られた賢者の書を何度か見ていると、あるひとつのことが気にかかった。


      「そう言えばサイードはこう言っていた。彼が賢者から何を学んだかは、自らがそこに文字を記さなくとも、パズルのピースをはめ込むことによって頭の中で考えていることが、文字になって現れると。そして彼は、私のことを賢者と呼び、私から大切なことを学んだとも言った。


      彼は私から何を学んだというのだろう」


      左手に握られた賢者の書を開けば、そこにはサイードが第九の、最後の賢者から学んだことが書かれているはずだった。


      アレックスはそのことを思い出し、先ほどまで座っていたベンチにもう一度座り直した。そして先ほどまで読んだ続きに何が書かれているのかを見るために、賢者の書をゆっくりと開いた。


      そこには確かに新しい書き込みが加えられていた。しかし、それまでの八人の賢者のものとは様子が違う感じだった。


      それまではすべて、どういう話を聞いて、何を学んだのかが、サイードを主人公とした物語風に書かれていたのだが、最後の賢者の章だけはサイードの記した手紙のような書き方がなされていた。


      アレックスはどうしてそうなったのかは、あまり深く考えなかった。そんなことより、サイードが自分から何を学んだのかのほうが気になっていた。


      　


      日は西に傾いたとはいえ、辺りはまだ明るかった。


      西日はアレックスの横顔を柔らかく照らしていた。

    

  


  
    
      最後の賢者


      　


      僕はこれまでに出会った八人の賢者たちと話したことや、どうやって彼らの教えを身につけたのかを、自分を主人公とする物語としてできるだけ客観的に、ここに残しておくことによって、最後の賢者がそれを読んだときに、その経緯がよくわかるようにしようと思い、そうしてきました。


      僕の経験してきた旅がどういう旅だったか、そしてどのような会話から賢者の教えを僕が身につけてきたかを知っていただくことはできたでしょうか。そうだと嬉しいのですが…。


      そして、章の後ろにある走り書きが、彼らの話が僕に伝えようとしていることを、僕なりに解釈したまとめです。


      この賢者の書はあなたのものなので、あなたとどこでどう出会い、どのような会話から僕が大切なことを学んだのかを物語で書く必要はないと思います。あなたもその場にいらっしゃいましたから。


      でも、僕はしっかりとあなたから大切なことを学びました。


      あなたの教えをしっかりと身につけられたと思っています。


      それが何なのかはいつものように最後に記しておきます。


      本当にありがとうございました。


      　


      サイード

    

  


  
    
      
        最後の賢者の教え① 感謝

      


      　


      人生をより素晴らしいものにするためには、とにかく感謝の言葉を多く口にする毎日を送らなければならない。


      人間は誰一人として、一人で生きてゆくことはできない。


      今日一日生きていられるのも、幸せな一日にできるのも、あらゆる人が生きる手助けをしてくれているからなのだ。その恵みに感謝しなければならない。


      自分と出会うすべての人や出来事に対して、心から思わなければならない。


      『ありがとう』と。


      そして大切なことは、それを伝えなければならないということだ。


      そうすれば、毎日が新しい感動の連続になる。


      自らが恵まれているということに気づき、それに対してありがたいと心から感じる心の素直さを持つだけで、何気ない出会いさえ、見慣れた風景さえ、自分の人生におけるかけがえのない素晴らしい瞬間に変えることができる。


      成功した人生とは、幸せな人生である。幸せな人生とは、人生におけるすべての日を幸せで満たすことであり、すべての日を幸せにするということは、今日を絶対的に幸せにしなければならないということである。


      そのためには今日一日を感謝で埋めることだ。自ら持っているすべての恵みを数え上げて、できるだけ多くのことに『ありがとう』を言うことだ。


      新しい発見にありがとう。その発見に引き合わせてくれた過去のすべての出来事にありがとう。人との出会いに、自らの持つ大いなる力に、他人の大いなる力が創り出したものに、自然の恵みに、今日一日生きていることに…とにかくすべてに対して『ありがとう』と言える生き方をすること。


      これが、今日一日、自分だけでなく自分の周りにいる人をも幸せにする方法であり、つまりは自分を含めた多くの人の人生を、この上なく素晴らしいものにする方法である。賢者と言われる者はこのことをよく知り、誰よりも多くの『ありがとう』を口にする人なのだ。

    

  


  
    
      
        最後の賢者の教え② 与える

      

    


    　


    人生において欲しいものを手に入れるためには、手に入れたいと思うものを与える側にならなければならない。


    感動の多い人生を送りたければ、感動させてもらう側にいては、本当の感動の半分も手に入れたことにはならない。


    感動させる側になって初めて、真の感動を十二分に味わうことができるのだ。


    このことは感動に限った話ではない。


    たとえば勇気を手に入れたければ、それをくれる人やものを探し求める側ではなく、人に勇気を与える側に。


    何かを身につけたければ、それを教わる側ではなく、教える側に。


    人から認められたいのなら、認められるのを待つ側ではなく、認める側に。そして、人から愛されたければ、愛されるのを期待する側ではなく、愛を与える側にならなければ、本当の意味で欲しているものを手に入れることはできないのだ。


    多くの者はそれらを、どうやって手に入れるかということばかりを考えている。


    しかし、本当に手に入れたいものであればあるほど、どうやって人に与えるかを考えなければならないのだ。


    もちろん、与える側になるということは、単に受け取ろうとする側でいるよりもはるかに大変な苦労を強いられるのも確かである。


    しかしながら、そうしてでも、どうしても手に入れたいものならば、与える側になる必要があるのだ。


    そのときに味わえる感覚は、単に人から受け取った場合とは比べものにならないほど大きな喜びであり、その境地に立つことは、自分の欲しいものを心から人に与えようとしたことがある者のみに与えられる特権なのだ。


    感動の多い人生は間違いなく幸せな人生である。


    そういう人生を欲するのであれば、それを与えてくれるものや、そういう人を探す旅に出るような生き方をしても、決して満たされることはない。


    人に感動を与える生き方をすることこそ、本当に感動的な生き方なのだ。


    誰よりも多くの人に感動を与えた人間こそが、誰よりも感動的な生き方をしている人なのだ。

  


  
    
      最後の賢者の教え③ 誕生

    


    　


    人間は何度だって生まれ変わることができる。


    昨日までの愚者は、今日、賢者として新しい誕生を迎える可能性を持っている。


    そして、その可能性はすべての人にある。


    そのきっかけになるのは、一人の人間との出会いかもしれない。一冊の本との出会いかもしれない。


    何がきっかけになるかはわからない。しかし、自分が今日を新しい自分の誕生日とするたびに、それまでの自分とは違う新しい人生を始めることができる。


    昨日までのその人を知る者は、その変化をあざ笑うかもしれない。


    しかし、だからといって、今日を自らの誕生日として、新しい人生のスタートにすることをためらう必要はない。


    自らの人生を素晴らしいものにするために生まれ変わろうとするときに、他人がどう思うかなど全く気にする必要はないのである。


    確かに今さら変わったところで受け入れてもらえないこともあるかもしれない。


    しかし生まれたときは皆、ゼロからの人生をつくっていくものだ。あらかじめ決まっていることなど何もない。生まれたばかりの人間が、自分の生まれる前のことをあれこれ思うということもあり得ない。


    本当に、今日が自分の誕生日と思うのであれば、同じことだ。生まれる前のことをあれこれ考える必要などない。今日から、ゼロから人生をつくっていけばそれでよいのである。


    昨日までの自分がどうだったからということに関係なく、人間は今日から新しい人生を始めることができるのだ。いや、むしろ、毎日をそうしなければならない。


    それができるということを信じ、自らの集めてきたパズルのピースから目をそむけず、しっかり、そして素直に自分自身を分析し、そして変わろうとする勇気を持つだけで、人は、一日もあれば賢者になることだってできるのだ。


    そう、誰だって、今日という日を、すべての成功を手に入れることができる最高の賢者としての、人生の第一日目にすることができるのだ。


    そのことを理解する者だけが、最高の賢者としての人生を始めることができる。


    　


    最後の賢者は、これら三つのことを言葉ではなく、自らの行動を見せることによって、僕にその経験をさせることによって、そして自らが賢者になる瞬間を見せることによって、僕に伝えてくれました。


    これが、僕があなたを見て学んだすべてです。

  


  
    
      新しい旅立ち


      　


      アレックスは静かに賢者の書を閉じた。


      太陽は一層西に傾き、今まさに沈もうとしていた。


      西の空は赤く染まり、まだ暗くなりきっていない空には、淡く光る三日月が、太陽の後を追いかけているかのように、西の空に傾きかけていた。


      アレックスはまだ呆然としていた。


      サイードは、アレックスが全く教えようと意図していないにもかかわらず、勝手にアレックスから学び、それゆえアレックスのことを賢者だと言って、ついには去っていってしまった。


      何だか一種の気まずさのようなものを感じたが、すぐに思いなおした。


      「やはり私が賢者になったから、彼がそこから学べたのではない。彼はきっと私がどんな人間かに関係なく、私から自分にとって必要なことを学び取ったであろう。


      真に学ぶ姿勢がある者にとっては、世の中のあらゆる人が師となりうるのだ。


      教えた側が賢者なのではない。学んだ側が賢者だったのだ。


      そして最高の賢者とは、誰よりも多くの人からいろいろなことを学べる素直な心を持つ人なのだろう。サイードのように。


      やはり彼が、最高の賢者なのだ」


      アレックスは自分が苦手としている人々のことを思い出した。その全員に共通して、アレックスの側に、その人たちから何かを学ぼうとする謙虚な姿勢がなかったことに、そのときようやく気がついた。それがあれば、今の社長ともうまくやっていたのかもしれない。


      そう、アレックスの人生における不運は、自分の学ぶ姿勢に原因があったのだ。その人から何かを学ぼうとする真摯な姿勢がなかったのが原因で、自らの人生を暗く、苦痛に満ちたものにしてしまっていたのだ。


      「きっと私以外の八人の賢者も、実は私と同じように、普通の人だったに違いない。


      賢者か愚者かは、学ぼうとする側が相手から何を学べたのかによるのだから。


      サイードにとっては、どんな人だって賢者になるだろう。何しろ私がなったくらいだから」


      沈む夕日を見つめながら、アレックスはそう考えていた。


      やがて完全に日が沈むのを確認すると、アレックスは立ち上がった。


      「家に帰ろう。そして今日を私の新しい誕生日として、新しい人生を始めよう。


      そしてこれからは、自分の周りにいるあらゆる人を賢者として、彼らから謙虚に学ぶ生き方をしていこう。


      きっと今からでも成功の人生を手にすることができるさ。そう、きっと…」


      アレックスは公園を後にした。

    

  


  
    　


    　


    アレックスはいつもより早く目が覚めた。


    昨日は公園からまっすぐ空港に向かい、一番早く乗れる飛行機に乗り、日付が変わる頃にようやく家に着いた。それから風呂に入ったり、いろいろなことをしていたので、いつもより寝るのは遅かったのだが、人間というのは不思議なものである。翌日に何か楽しみなことがあると、普段は目が覚めない時間でも、ワクワクして起きてしまう。こんなことは子どもの頃の旅行以来のことだった。


    アレックスは昨日、飛行機の中でこれからの自分の人生について考えた。


    今までのそれとは違ってきっといいものにできそうだ、そういう自信はあった。


    そのときふとひとつのことを思いついた。


    「世の中には、私と同じように人生の途中でつまずいてしまった人間がたくさんいるだろう。世界中にそういう人は多いはずだ。そんな中で、私一人だけが賢者の書に出会うことができ、結果として救われた。


    同じように、世界中の人たちがこの書によって新しい人生を始められるのではないだろうか」


    アレックスは、賢者の書を出版してみてはどうかと思いはじめたのだ。しかし、そうするのは少し気がとがめたのも事実だ。


    「私のものとは言われたが、やはりこれはサイードの物語だ。私が勝手に出版してはいけないであろう」


    「でも、私が読むのを許されたように、世界中の人だって読むことを許されるのではないだろうか」


    「しかし、この賢者の書はかなり古い昔からあるものだ。それなのに、その所有者の誰一人として、今までに出版をしようとしなかったのはどうしてなのだろうか？」


    アレックスはいろいろ考えてみたが、とりあえず本として書いてみる作業をしようという結論にいたった。賢者の書は、この宇宙を創り出した大いなる力によって記されたものだという。もし、出版してはいけないものなら、書いている途中で何らかのそれを妨げる出来事が起こるであろう、そう考えたからだ。


    　


    アレックスはカバンの中から賢者の書を取り出して、机の上に置いた。そして、飛行機に乗る前に外しておいたパズルのピースをポケットから取り出した。


    アレックスは、周囲に誰も人の気配がないのを確認すると、ピースを賢者の書に入れていった。


    ところが、いつもと様子が違う。


    眩しい光や風が起こらない。ガタガタと震えることもない。


    しかし何の反応もないわけではなかった。


    ひとつまたひとつと光の粒のようなものが賢者の書に吸い寄せられているように見えた。


    「あっ、この反応はもしかして…」


    アレックスは慌てて、賢者の書を手に取った。熱くなっている。


    恐る恐る中を開いてみた。


    昨日までそこに書かれていたサイードの旅の記録はすべて消えてしまっていて、中には何も書かれていない。パラパラとページをめくっては見たが、どのページにも文字は浮かび上がってこなかった。


    いや、あった。


    はじめの一ページ目に文字を見つけた。


    アレックスは慌ててそれを読んだ。


    　


    『最高の賢者を目指すマシューよ


    すべてをこの書を完成させる旅から学ぶがよい』


    　


    そのページの裏にも何か書かれている。


    　


    『最後の賢者は最初の賢者となり、右の者を旅へといざなえ。


    残りのピースはひとつずつ封筒に入れ投函するとよい。宛名はピース自らが記す。


    あとは、大いなる力がすべてを導くであろう』


    　


    　


    アレックスは賢者の書の利用法を理解した。


    出版しようという試みは実現できなくなってしまったが、仕方がない。


    そう、この書はそれぞれが、それぞれの物語をつくることに意味があるのだ。それが大いなる力の意志なのだ。


    そんなことより、何よりも、アレックスにとっては心躍る嬉しいことがあった。


    それは、マシュー＝モルトマン。


    アレックスの息子が、次の賢者の旅に選ばれたということだった。


    アレックスはカレンダーに目をやった。


    今日は八月十二日。今まですっかり忘れていたが、明日は、息子の十四歳の誕生日だ。


    アレックスはたまらず部屋を出て、階段を上がった。


    「マット！ マット！ 起きなさい。


    父さん、お前に話があるんだ」


    二日前とはうってかわって、雲ひとつない快晴の朝だった。


    まだ寝静まっている家の中でとびきり明るいアレックスの声だけが響いていた。

  


  
    
      あとがき


      　


      『賢者の書』を最後まで読んでいただきまして、ありがとうございます。


      二〇〇五年の二月にこの本の初版が出版されてから、はや四年半がたちました。この間、作品を読んで気に入ってくださった方が、自分の大切な人にプレゼントしてくださったり、紹介してくださったりして、徐々に『賢者の書』は多くの人に読まれるようになっていきました。


      その後、『君と会えたから……』『手紙屋』（ともにディスカヴァー刊）など、他の作品を出す機会にも恵まれ、今では国内だけでなく、海外でも多くの方に作品を読んでもらえるようになりました。本当に多くの方の声にささえられ、このたび『賢者の書』を新装版として出版することができました。


      毎日二百冊近い新刊が出るという今の出版業界において、四年半前に出版された作品が新装版としてもう一度出版されるというのは、ある種、奇跡的なこと。本当にありがたいことです。


      そして、その事実に一番驚き、感動しているのはきっと僕自身です。喜多川泰の作品を読んでくださった方、応援してくださった方、一人ひとりの皆様に心から感謝いたします。


      『賢者の書』は僕のデビュー作ですが、書いた順番でいうと実は二作目。二〇〇九年二月に出版された『上京物語』（ディスカヴァー刊）が一作目なのです。ですから、『賢者の書』の主人公のアレックスは『上京物語』のある登場人物の状況をそのまま引き継いでいる悩める中年という設定にしました。


      つまり、僕にとってこの二作は「姉妹本」のようなもの。


      『上京物語』を読んでから『賢者の書』を読む。そういった楽しみ方も、この新装版の出版をきっかけにしていただけると、著者としては最高にうれしいです。


      　


      「一冊の本との出会いで人生は変わる」


      　


      僕はそういう素晴らしい本との出会いを何度も経験してきました。


      この本が、あなたにとって、人生を変える…とまではいかないまでも、自分のなかの何かが変わるきっかけになることを心から期待しています。


      出会ったすべての人に心から感謝。


      ありがとうございました。


      　


      二〇〇九年七月 著者記す


      喜多川泰ホームページ http://www.tegamiya.jp/

    

  


  
    賢者の書（新装版）


    　


    ２００９年８月５日　初版第１刷発行


    ２０１１年12月15日　電子書籍版発行


    　


    著者 喜多川泰


    　


    発行者 干場弓子


    　


    発行所


    株式会社ディスカヴァー・トゥエンティワン


    〒102-0093　東京都千代田区平河町２-16-１


    TEL 03-3237-8321(代表)


    FAX 03-3237-8323


    http://www.d21.co.jp


    　


    ツイッター　@discover21


    　


    Facebook公式ファンページ


    http://www.facebook.com/Discover21jp


    　


    　


    本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・公衆送信することを禁止します。また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。


    　


    ISBN978-4-88759-733-9


    (c)Yasushi Kitagawa, 2009.
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